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は し が き 

 

令和４年度の我が国経済は、コロナ禍からの緩やかな持ち直しが続く一方、ロシアによる

ウクライナ侵攻は終息せず、世界的なエネルギー・食料価格の高騰が続いています。また、

３月以降、アメリカの大手銀行が金融政策の影響により複数破綻し、不安連鎖により予断を

許さない状況にあり、世界規模での波及が懸念されています。 

 

タクシー業界においては、15年ぶりとなる特別区・武三交通圏の運賃改定が昨年 11月に

実施され、今後の経営回復が期待されるところです。 

しかしながら、コロナ禍以前と比較すると、タクシー１台当たりの運送収入は概ね回復 

しているものの、コロナ禍の影響により乗務員が著しく退出したことが顕著に現れ、タク 

シーの稼働車両数が減少し、企業総体の売り上げとしては回復に至っていない状況にあり 

ます。また、早朝時間帯を中心にタクシーの供給力が不足しており、利用者からの不満の声

が高まるとともに、この問題を端緒としてライドシェアや新たなモビリティサービスの導入

論が高まる懸念もあり、業界として迅速な対応が求められています。 

 

このような情勢の中、令和４年度においては、ウィズコロナ時代に向け空気のキレイな 

「ニューノーマルタクシー」を前面に掲げ、タクシーが安全・安心・快適な公共交通機関で

あることをアピールするとともに、新運賃の円滑な実施に向けた対応や出庫時間に関する 

分析、タクシー生誕 110周年イベントの実施、改善基準告示見直しに向けた取組や働きやす

い職場認証制度への対応、事業用自動車総合安全プラン 2025 に基づく交通事故削減目標の

策定、燃料価格激変緩和対策、タクシー乗務員向け LINE アカウントの開設、耳マーク・   

点字シールの配布など、目まぐるしく変化する社会情勢に順応するべく積極的に活動して 

きました。 

現在、多摩交通圏の運賃改定のための審査が進められており、新型コロナウイルス感染症

の５類移行とともに、徐々にコロナ禍前の経済情勢に戻ることを期待しているところです。 

 

令和４年度の当協会における専門委員会等を中心とした事業活動の詳細は、次ページ以降

に掲載したとおりです。当協会としては、不安材料が混在する社会情勢が続くなか、ハイ  

ヤー・タクシー事業の維持・発展及び安全・安心の確保のために諸対策を講じてまいります。

会員各位におかれましてはこの苦難をはね返すため業界結束に引き続きのご協力をお願い

しますとともに、関係所管官庁及び関係団体の皆様にも一層のご理解ご支援をお願いいたし

ます。
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事    業 

一 経営対策 

 

１．事業概況 

   昨年に引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、特別区・武三地区及び 

多摩地区ともに全ての項目について、コロナ禍による比較となる前年比は上回っている 

ものの、コロナ禍以前の令和元年度比においては大きく下回る数値となりました。  

実働率に関しても、昨年同様特例休車などを活用しながら需要に応じた稼動を行って 

いますが、引き続き対前年比マイナスとなっており、コロナ禍における運転者離れも 

含め、乗務員不足の状況は深刻な状況が続いています。多摩地区についても特別区・  

武三地区と同様の傾向で、すべての項目において対前年度を下回っている状況と   

なっており、引き続き厳しい状況が続いております。 

 

以下は令和４年度の事業概況です。 

・総輸送回数   

  特別区・武三地区 15,793万回 
［対前年比 115.8％］ 

[対元年比  81.7％] 

  三多摩地区 1,815万回 
［対前年比 116.4％］ 

[対元年比  79.2％] 

・総輸送人員   

  特別区・武三地区 20,363万人 
［対前年比 117.6％］ 

[対元年比 81.0％] 

  三多摩地区 2,305万人 
［対前年比 117.3％］ 

[対元年比 77.3％] 

・総走行距離   

  特別区・武三地区 141,028万キロ 
［対前年比 110.4％］ 

［対元年比 81.9％］ 

  三多摩地区 15,279万キロ 
［対前年比 115.6％］ 

［対元年比 77.8％］ 

・実車率（年間平均）   

  特別区・武三地区 47.1％ 
［対前年比 112.2％］ 

［対元年比 100.8％］ 

  三多摩地区 43.6％ 
［対前年比 102.6％］ 

［対元年比 91.0％］ 

・実働１日１車当たり（税抜）営業収入（年間平均） 

  特別区・武三地区 50,630円 
［対前年比 131.0％］ 

［対元年比 107.6％］ 

  三多摩地区 39,432円 
［対前年比 118.2％］ 

［対元年比 102.6％］ 
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・実働率（年間平均） 

  特別区・武三地区 65.1％ 
［対前年比 100.9％］ 

［対元年比  87.6％］ 

  三多摩地区 61.9％ 
［対前年比 102.2％］ 

［対元年比 87.1％］ 

 

以上の詳細は［資料１］の「タクシーの輸送実績（税抜き）12ヶ月比較表」を参照 

※コロナ禍以前との対比をするため対令和元年比を加えて作成。 

 

２．令和４年度の新規許可、区域拡張及び増減車状況 

（１）改正道路運送法施行の平成 14年２月１日からの累積及び令和４年度の新規許可・ 

区域拡張・増減車両数について 

・以下については一般型タクシーのみであって、福祉車両、ハイヤー等は含まない。 

・［累計］とは、平成 14年２月１日以降の累積数である。 

・増減車両数については、新規許可、区域拡張による車両を含む。 
① 新規許可  
(特別区・武三) 0件 0両 (西多摩) 0件 0両 合計 

［累計］ 103件 1,241両 ［累計］ 1件 5両 0件 
（北多摩） 0件 0両 （島嶼） 0件 0両 0両 
［累計］ 2件 10両 ［累計］ 7件 7両 ［累計］ 

（南多摩） 0件 0両    116件 
［累計］ 3件 30両    1,293両 

② 区域拡張  
(特別区・武三) 0件 0両 (西多摩)  0件  0両 合計 

［累計］ 13件 155両 ［累計］  0件  0両  0件 
（北多摩） 0件 0両 （島嶼）  0件  0両  0両 
［累計］ 0件 0両 ［累計］  0件  0両 ［累計］ 

（南多摩） 0件 0両      13件 
［累計］ 0件 0両    155両 

③ 増減車両数  
(特別区・武三)  -319両 (西多摩)  -6両  

［累計］  -1,088両 ［累計］  -44両 合計 
（北多摩）  8両 （島嶼）  -2両 -341両 
［累計］  -309両 ［累計］  -60両  

（南多摩）  -6両    ［累計］ 
［累計］  -79両    -1,580両 

 

（２）車両数（令和５年３月 31日現在） 

① 車種別車両数 

総車両数 40,470両 （対前年  1,016 両減） 

個人・一般型タクシー 9,852両 （対前年    674両減） 

法人・一般型タクシー       30,138両 （対前年    341両減） 

特種（福祉等） 248両 （対前年     5両減） 

他（貨客）    232両 （対前年     1両増） 
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② 交通圏別車両数（一般型タクシーのみ） 

 （法人個人合計） （法人） （個人） 

特別区・武三地区 36,468両 26,983両 9,485両 

（同上法・個比率） （100％） （74％） （28％） 

北多摩地区 1,834両 1,700両 134両 

（同上法・個比率） （100％） （93％） （7％） 

南多摩地区 1,443両 1,210両 233両 

（同上法・個比率） （100％） （84％） （16％） 

西多摩地区 198両 198両  

島嶼地区 47両 47両  

（合計） （39,990両） （30,138両） （9,852両） 

なお、以上の他に、規制緩和以来「福祉輸送限定」の新規許可が増加していますが、     

その累計は 1,584両となっています。 

 

③ 交通圏別「輸送福祉限定」車両数 

特別区・武三地区       1,142両   （対前年  50両増） 

北多摩地区 215両   （対前年  13 両増） 

南多摩地区       162両   （対前年  10両減） 

西多摩地区     64両   （対前年   2両減） 

島嶼地区   1両   （対前年   ±0 両） 

（合計）  （1,584両） （対前年  75両増） 
 

３．特別武三地区の運賃改定について 

平成 19 年以来 15 年ぶりとなる特別武三地区の運賃改定に向け、消費者委員会公共  

料金等専門調査会において説明する資料を作成・提出しました。また、第１回経営    

委員会においても資料説明を行い、情報共有を図りました。これらを踏まえ、令和４年

10 月 11 日付けで新たな公定幅運賃が公示され、同年 11 月 14 日より新運賃が     

実施されることとなりました。 

【現行：普通車上限】（初乗）1.052㎞ 420円 233m 80円 

【改定：普通車上限】（初乗）1.096㎞ 500円 255m 100円 

【改定率】14.24％ 

 

４．関東運輸局による講演について 

令和４年 12 月１日に開催した第２回経営委員会において、関東運輸局を招いての  

講演を行いました。内容は、「タクシーをめぐる最近の情勢について」と題して、     

コロナ禍におけるタクシー事業の現状やタクシー規制の見直しについて、更にはタクシ

ー事業者の職場環境の改善やコロナによる影響及びその対応についてなど、広範囲に 

わたり説明が行われました。 

 

５．パブリックコメントの提出について 

第２回経営委員会において、令和４年 11月 11日に募集開始となった「一般乗用旅客

自動車運送事業の運賃料金の認可の処理方針について」等の一部改正に関するパブリッ

クコメントについて、意見提出をした旨説明を行いました。また、意見提出に当たって
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は、改定手続き開始までの３ヵ月の期間短縮だけでなく、標準処理期間（６か月）の見

直しについても加えた旨説明致しました。 

 

６．多摩地区における運賃改定要請状況について  

令和５年１月 12 日に要請開始となった多摩地区における運賃改定の要請状況に  

ついて、２月６日に地域の全車両数の７割を超えた旨報告を行うとともに、今後の  

スケジュールイメージについて説明を行いました。なお、関東運輸局においては、   

令和４年 12 月の運賃審査基準の改正（３ヵ月７割ルール）に伴い、７割到達後直ちに

審査が開始されたため、令和５年３月 17 日には運賃改定の要否判定がなされ、    

運賃改定が必要との判断結果が示されたところです。なお、実施時期については   

令和５年秋頃を予定しています。 

 

【令和４年度 公示・通達関係】 

（１）令和４年４月８日付東タク協発第 15 号 

タクシーの乗降に係る料金の設定について 

令和４年３月 31 日付 事務連絡 関東運輸局自動車交通部長 

［概要］ユニバーサルデザインタクシーの乗降に係る料金の設定について、    

国土交通省における基本的な考え方や対象外となる内容等について正式に

通達が発出されたもの。 

（２）令和４年７月１日付事務連絡 

事業用自動車に備え付ける地図の規格等に関する適用期間の延長について 

令和４年６月 30 日付 事務連絡 関東運輸局自動車交通部長 

［概要］２年以内とされている事業用自動車内に備え付ける地図の規格について、 

令和５年７月１日まで適用期間を延長することについて示されたもの。 

（３）令和４年７月 12 日付東タク協発第 91号 

特定地域における適正と考えられる車両数について（平成 27 年８月 10 日付け   

関東運輸局長公示）の廃止について及び関連通達の周知について 

令和４年７月１日付 関自旅二第 497号の２ 関東運輸局長 

令和４年７月１日付 関自旅二第 498号の３ 関東運輸局長 

令和４年７月１日付 関自旅二第 499号の３ 関東運輸局長 

令和４年７月１日付 関自旅二第 500号の３ 関東運輸局長 

［概要］令和４年６月 30 日付けで南多摩交通圏が特定地域の指定から解除され、  

７月１日より準特定地域に指定されたことに伴い一部改正が行われたもの。 

（４）令和４年８月２日付東タク協発第 122号 

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえたタクシーの運賃改定の取扱いについて 

令和４年７月 29 日付 事務連絡 関東運輸局自動車交通部長 

［概要］タクシーの運賃改定に用いる輸送実績の実績年度の期間を、コロナ禍に  

おける輸送実績が蓄積されてきたこと等を踏まえ、今後における運賃改定の

審査の取扱いについて定めたもの。 

（５）令和４年８月 30 日付東タク協発第 141号 

準特定地域における適正と考えられる車両数について及び関連通達等の周知に  

ついて 

令和４年８月 30 日付 関自旅二第 893号の３ 関東運輸局長 
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関自旅二第 894号の３ 関東運輸局長 

［概要］準特定地域における適正と考えられる車両数及びタクシーの需給状況に  

ついての判断結果が示されたもの。 

（６）令和４年９月 21 日付東タク協発第 154号 

タクシー事業者による食料・飲料に係る貨物自動車運送事業の許可の取扱い等の  

一部改正について 

令和４年９月 20 日付 関自旅二第 1068号の３ 関東運輸局長 

関自貨 第  703号の３ 関東運輸局長 

関自保 第  121号の３ 関東運輸局長 

［概要］既に許可を受け実施している食料・飲料に係る貨物自動車運送事業の許可に

ついて、許可期限の１年延長を認めること等について示されたもの。 

（７）令和４年 10月 17 日付東タク協発第 177号 

交通空白地有償運送の登録に関する処理方針について等の一部改正等について 

令和４年 10月５日付 関自旅一第 774号の２ 関東運輸局長 

関自旅二第 1186号の２ 関東運輸局長 

関自旅二第 1198号の２ 関東運輸局長 

関自旅二第 1197号の２ 関東運輸局自動車交通部長 

関自旅一第  775号の２ 関東運輸局長 

関自旅二第 1185号の２ 関東運輸局長 

関自旅一第  776号の２ 関東運輸局長 

関自旅二第 1184号の２ 関東運輸局長 

関自旅一第  777号の２ 関東運輸局長 

関自旅二第 1183号の２ 関東運輸局長 

［概要］自家用有償旅客運送者に義務付けられていた安全運転管理者及び運行管理 

責任者の双方の選任について、道路交通法の改正により安全運転管理者の 

選任義務の対象から自家用有償旅客運送者が除外されること等による  

所要の改正が行われたもの。 

（８）令和４年 10月３日付事務連絡 

特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び   

活性化に関する特別措置法施行規定の一部を改正する告示について 

令和４年９月 30 日付 官報告示 

［概要］令和４年９月 30 日までとなっていた準特定地域の指定期間を、令和７年  

９月 30 日まで延長したもの。 

（９）令和４年 10月 12 日付東タク協発第 173号 

一般乗用旅客自動車運送事業の公定幅運賃の範囲の指定についての一部改正に  

ついて及び関連通達等の周知について 

令和４年 10月 11 日付 関自旅二第 1175号の３ 関東運輸局長 

関自旅二第 1176号の３ 関東運輸局長 

関自旅二第 1177号の３ 関東運輸局長 

関自旅二第 1180号   関東運輸局長 

関自旅二第 1181号   関東運輸局長 

［概要］令和４年 10 月 11 日付けで公示された特別武三地区の運賃改定に伴い   

関連通達の改正が行われたもの。 
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（10）令和４年 12月 14 日付東タク協発第 226号 

一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金の認可申請の審査基準について等の 

一部改正について 

令和４年 10月 29 日付 関自旅二第 1490号の３ 関東運輸局長 

［概要］タクシーの運賃改定手続きについては、３ヶ月間で申請率が７割以上と  

なった場合に開始するとされていたものを、申請率が７割以上となった  

場合には３ヶ月を待たずに運賃改定手続きを開始する旨を定めたもの。 

（11）令和４年 12月 14 日付事務連絡 

東京国際空港における定額運賃の適用について 

令和４年 11月 18 日付 事務連絡 関東運輸局自動車交通部旅客第二課長 

［概要］羽田エアポートガーデンを発地又は着地とする運送における定額運賃の  

適用に関する取扱いが示されたもの。 

（12）令和５年１月６日付東タク協発第 237号 

一般乗用旅客自動車運送事業者が保有するタクシー車両をハイヤー車両として  

臨時的に流用する特例制度（令和５年度大学入学者選抜等における受験生の運送に

限る。）について 

令和５年１月６日付 関自旅二第 1857号の２ 関東運輸局自動車交通部長 

［概要］新型コロナウイルスの濃厚接触者である受験生の受験機会を可能な限り  

確保するため、一定の条件の下でタクシー利用が可能となるよう特例制度を

定めたものであり、事前に行政に届け出ることなくタクシー車両をハイヤー

車両として臨時的に流用して受験生の運送を引き受けることを可能と  

する等の取扱いについて示されたもの。 

（13）令和５年２月 13 日付東タク協発第 260号 

旅客自動車運送事業運輸規則第 29 条の規定に基づく地図の規格及び指定事項に  

ついて等の一部改正について 

令和５年２月９日付 関自旅二第 1856号の３ 関東運輸局長 

［概要］電子地図の使用も含めた新たな地図の規格及び指定事項を定め、関東運輸 

局長による一部改正公示が行われたもの。 

（14）令和５年２月 15 日付東タク協発第 265号 

有料道路における障害者割引の要件緩和に伴うタクシー利用の運送に係る協力  

要請等について 

［概要］有料道路における障害者割引適用の要件緩和により、タクシー利用の際も 

割引が適用されるケースが発生することに伴う協力要請。 
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二 広報対策 

 

 本年度は、令和４年度広報委員会事業計画に基づいた事業活動のほか、約 15 年ぶりと  

なる東京特別区・武三地区の運賃改定に伴う諸資材の製作や利用者に対するわかりやすく 

丁寧な周知業務を主体とした広報活動を下記のとおり実施しました。 

 

１．「ココロをつなぐ一行タクシー～人と街にエール!!」キャンペーンの実施 

今回も令和元年夏に実施した「一行タクシー」キャンペーンを（公社）日本広告制作 

協会とコラボレーション事業として実施しました。テーマは「ココロをつなぐ一行  

タクシー～人と街にエール!!」と題し、タクシー生誕 110 周年に絡めた 110 作品の   

キャッチコピーを一般公募したところ、18,173 作品の応募がありました。これら応募

作品の中から厳選した 110 作品のキャッチコピーを広報委員会社、正副会長、    

専門委員長、無線協組、系列グループ会社の協力のもと、ジャパンタクシー110 台に  

ラッピングし、令和４年７月 15 日～８月 20 日までの間、都内において業界の PR   

運行を行いました。 

 

２．タクシー生誕 110 周年「タッくん大感謝祭」の開催 

1912 年８月５日に日本で初めてタクシーが登場してから 110 周を迎えたことから、

タクシー生誕 110 周年を記念し、利用者への日頃の感謝の気持ちと業界イメージ   

アップを図るため、令和４年８月６日にタクシー発祥の地とされる東京・有楽町駅前 

広場において「タッくん大感謝祭」を開催しました。当日は、ステージイベントとして、

タッくん愛の基金贈呈式（交通遺児育成基金に贈呈）、一行タクシー表彰式、ものまね

芸人パフォーマンスの開催のほか、タクシーの歴史や一行タクシー110 作品のパネル 

展示、一行タクシー最優秀作品ラッピングタクシー、福祉セレナ、往年のトヨペット  

クラウンの車両展示、縁日ブース、シートベルト横転体験車及びタクシーアンケート 

コーナーを設営するなど、会場周辺を行き交う家族連れが足を止めて、業界の活動や 

タクシーの歴史に関心を寄せていただきました。 

 

３．東京特別区・武三地区の運賃改定に伴う広報事業 

令和４年 11 月 14 日に 15 年ぶりとなる東京特別区・武三地区の運賃改定の実施に 

伴い、行政や消費者委員会などから利用者等へのわかりやすく丁寧な説明が求められた

ことを踏まえ、国土交通省及び東京都庁の記者クラブにプレスリリースの発出、利用者

向けには、東京タクシーセンター、各道路管理者の承諾を得て、新運賃を周知するため

のポスター広告を令和４年 11 月１日～21 日までの間、優良乗場（16 か所）、上屋広告

付きタクシーシェルター（19 か所）、羽田空港（第１・第２・第３ターミナル）内の   

タクシー乗り場標識（含むデジタルサイネージ付）に掲載を行いました。また羽田定額

運賃リーフレットを羽田空港関係会社の協力を得て、空港内インフォメーションデスク

に配備していただきました。タクシー配車アプリ運営会社（GO、ニューステクノロジー）
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の協力のもと、傘下事業者のタブレット端末搭載車（約 20,000 台）に令和４年 11 月 

１日～21日までの間、広告を配信して利用者に周知いたしました。 

会員事業者には、「初乗り料金表示ステッカー」「運賃料金表」「羽田空港定額運賃  

シート」を各 30,000 枚、乗務員向けの新運賃の周知ポスター「東タク協ニュース

（No.140）」を 1,600 枚製作のうえ、令和４年 10 月 27 日に各社のタクシー台数に   

応じて配布しました。協会ホームページにおいて、一般利用者用のお知らせサイトに「運

賃料金表」「運賃に関する Q＆A」「東京駅を起点とした主な駅間の概算運賃」及び「運賃

料金検索システム」について新運賃対応となるように更新を行い、会員専用のお知らせ

サイトには、事業者および乗務員向けの「新運賃に関する Q＆A」の掲載を行うなど、 

円滑な新運賃の実施に向けて利用者やマスコミ関係等と会員に対する周知に努め  

ました。 

   

４．新ＵＤステッカー販売の終了 

令和２年３月 31 日より、国交省の UD車両に関する認定要領の変更に伴い、JPN TAXI

のスロープ板の耐荷重 300kg 以上の車両に貼付する新たな UD ステッカーを製作し、 

購入申込のあった会員に実費販売してまいりましたが、令和４年 11 月２日をもって 

完売したことからその販売業務を終了しました。 

 

５．その他の主な広報活動の実施について 

（１）「2022東京のタクシー」、協会ホームページ及び webマガジン「T's lifeによる 

PRの実施 

今年度は「タクシー生誕 110 年の軌跡とニューノーマル時代の新たなチャレンジ」

をメインテーマに、今後業界として取り組んでいく施策や最新統計資料などの   

内容を中心として、「2022東京のタクシー」を発行し、利用者、関係行政、マスコミ

関係等へ配布するなど、業界の現況について理解を求めるための広報活動を推進  

しました。 

 

（２）協会公式 LINE アカウントの取得による運用開始 

会員事業者の乗務員を対象とした情報提供ツールとして、「協会公式 LINE    

アカウント」について、乗務員指導・交通事故防止・総務・広報の各委員長の協力の

もと、令和４年 11 月１日より運用を開始しました。この LINEアカウントへの乗務員

及び管理者等の「友だち登録」は３月末現在 3,000 人を超えました。これまで   

「友だち登録」された乗務員に対して各委員会より「交通安全情報」「交通規制情報」

「防犯情報」及び「協会からのお知らせ」などの各種情報を配信しました。 

 

（３）サービス向上に関する改善対策 

①エコーカードの運用 

タクシー車内に設置のエコーカードの運用によりお客様からの御意見、  

御要望をフィードバックする仕組みも、各無線協組・グループや三多摩支部の 
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協力を得て、引き続き実施しました。令和４年１月１日から 12 月 31 日までの

１年間で 5,596 枚を回収し、その内容を『2022 エコーカード関係報告書』と   

してとりまとめ、乗務員指導教育及びサービス改善の参考資料として活用して

いただくよう、会員各社及び関係方面に配布しました。 

 

②タクシー１万人アンケート調査の実施 

今年度も、昨年度の結果を踏まえ、アンケート項目を特別区・武三交通圏と 

三多摩交通圏に分け、特別区・武三交通圏並びに三多摩交通圏において、   

アンケート調査用紙を協会会員事業者のタクシー乗務員から利用者へ直接配布

するとともに、タクシー生誕 110 周年「タッくん大感謝祭」イベントにおいて 

来場者に同アンケート調査用紙を配布しました。今回は、昨年に引き続き   

コロナ禍におけるタクシーの利用状況や重要視する点等、コロナ前からの  

利用状況の変化、タクシー生誕 110 周年の認知度など多岐に亘りご意見を   

いただきました。また、本年も昨年度と同様にアンケート返信用の封筒を   

利用者に安心して受け取ってもらえるよう抗菌加工仕様とし、この封筒と  

一緒に配布する「除菌ウエットティッシュ」にも QR コードを付し、手軽に   

スマホやタブレット端末などからアンケートにお答えいただけるように   

しました。さらに大手タクシー配車アプリ会社の「GO」「S.RIDE」の協力のもと、

加盟事業者のタクシーに搭載されるタブレット端末に本アンケート調査を周知

する内容で、乗車中にタブレット端末に流れる CM 映像の合間に静止画（QR   

コード入り）を流し広報しました。なお、回収については、2,001 通（回収率

20.0％）という結果となりました。この結果については、令和４年 12 月に   

『タクシーに関するアンケート調査報告書』として冊子に取り纏め、サービス 

改善の参考資料として活用していただくために、会員各社や関係方面に配布 

しました。 

 

 

三 労務対策 

 

１．タクシー事業における働き方改革の実現に向けた取組 

「タクシー事業における働き方改革の実現に向けたアクションプラン」の目標の達成

及び「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（以下「働き方改革  

関係法」という。）」の施行に当たり、会員が適切に対応するための支援を以下のとおり 

実施しました。 

 

（１）順次施行されている働き方改革関連法等への対応 

今年度施行及び次年度以降に施行が予定されている以下の事案について、労務  

指針の取組事項に掲げるとともに、各事案を分かりやすく解説した Q&A の作成及び
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委員会での報告等会員への周知に努めました。 

〇改正女性活躍推進法による一般事業主行動計画・策定義務の従業員 101 人以上

への拡大（令和４年４月） 

〇パワーハラスメント防止措置の中小企業への義務化（令和４年４月） 

〇改正育児・介護休業法に係る産後パパ育休制度の創設や雇用環境整備 

（令和４年４月・同年 10月） 

〇短時間労働者への社会保険適用拡大（令和４年 10月～従業員 101人以上、令和

６年 10月～従業員 51人以上） 

〇月 60 時間を超える時間外労働に係る割増賃金率（50％以上）の中小企業への  

猶予措置の廃止（令和５年４月） 

〇乗務員に係る時間外労働の上限規制（令和６年４月） 

〇障害者の法定雇用率の引き上げ（令和６年４月） 

〇障害者の法定雇用率に係る除外率の引き下げ（令和７年４月） 

 

（２）改善基準告示の見直しに係る対応 

働き方改革関連法の附帯決議に盛り込まれた「改善基準の総拘束時間等の改善に 

ついての見直し」について、厚生労働省労働政策審議会労働条件分科会・自動車   

運転者労働時間等専門委員会の審議状況等について、会員に適宜情報提供を行って

きました。本年度は、令和４年３月にハイヤー・タクシー作業部会（及びバス部会）

において中間的な検討結果が取りまとめられたことから、東京労働局と連携し、改善

基準告示の中間とりまとめ、時間外労働上限規制の趣旨及び内容の周知、さらには、

改善基準告示の見直しに係る質問を集約すること等を目的とした説明会を以下の 

とおり開催しました。また、同年 12月 23日の告示改正及び関係通達を受け、会員に

周知を図りました。 

〇開催日：令和４年８月１日（月）及び４日（木） 

〇主催者挨拶 労務委員長 

〇説明（以下の東京労働局担当官） 

「改善基準告示の見直し（中間とりまとめ）について」 

監督課 岡崎 文武 労働基準監察監督官 

「改正労働基準法について」 

監督課 高石 一郎 労働基準監察監督官 

「業務改善助成金（通常コース）について」 

賃金課 中島 雄宏 労働基準監督官（８月１日） 

〃  木口 悌二 労働基準監督官（８月４日）   

 

（３）労務管理小委員会の設置 

本年度事業計画に定めた小委員会の設置について、順次施行が進んでいる働き方 

改革関連法等について、必要な情報を分かりやすく取りまとめ会員事業者に提供  

することを目的に、第１回労務委員会において要綱が承認されました。委員の指名は



- 17 - 

 

委員長が行い、具体的な検討課題を小委員会で定め、検討状況を委員会に報告する 

こととしました。 

会議の進め方については、検討課題ごとに担当する委員を定め、各委員は事務局と

事前検討会を重ねてたたき台を作成し、小委員会で議論を深めることとしました。 

会員事業者への情報提供に当たっては、「新改善基準告示の詳説」及び「直面する  

労務課題への対応」を柱に小委員会で検討した内容を書籍化し、配布する予定として 

います。 

    委員構成及び開催状況は以下のとおりです。 

［労務委員長］清 水   始（西新井相互自動車株式会社・代表取締役） 

［小委員長］ 飯 野  博 行（第一交通株式会社・常務取締役） 

［副小委員長］中 山   淳（日本交通株式会社・管理部労務担当部長） 

［委 員］  三 田   茂（株式会社グリーンキャブ・執行役員営業本部長） 

［委 員］  安 原  隆 行（国際自動車株式会社・マネジャー） 

［委 員］  菅 原   繁（京急交通株式会社・取締役） 

［委 員］  宇佐美 和良（東都城東タクシー株式会社・取締役） 

 

第１回（令和４年９月 20日・14:00～16:00） 

〇小委員長及び副小委員長の選任について 

〇ハイヤー・タクシー運転者の労働時間等の改善基準の改正予定の内容について

の質問票（案）について 

〇小委員会の運営について（案） 

第２回（令和４年 10月 26日・10:00～12:00） 

〇「就業規則」及び「通報制度」に関する Q&A 

〇「改正育児・介護休業法」及び「割増賃金率引上げ」に関する Q& 

第３回（令和４年 11月 17日・10:00～12:00） 

〇「労働時間管理」及び「休憩時間」に関する Q&A 

〇「最低賃金」及び「同一労働同一賃金」に関する Q&A 

第４回（令和４年 12月 19日・10:00～12:00） 

〇「月 60時間超えの時間外労働の割増賃金率」及び「固定残業代」に関する Q&A 

〇「歩合給・累進歩合給制」に関する Q&A 

第５回（令和５年１月 19日・10:00～12:00） 

〇「変形労働時間制」及び「乗務員負担」に関する Q&A   

〇「一問一答追加問答・改訂案」及び「改善基準の Q&A案」 

第６回（令和５年２月 20日・10:00～12:00） 

〇「過重労働防止」及び「定時制乗務員」に関する Q&A 

〇「オール歩合給と割増賃金」に関する Q&A 

〇「新改善基準告示の詳説（前半）」 

第７回（令和５年３月 24日・10:00～12:00） 

〇「新改善基準告示の詳説（後半）」 



- 18 - 

 

〇「ハラスメント防止」及び「年次有給休暇」に関する Q&A 

〇「労働時間の通算」に関する Q&A 

〇「36協定届」の記入例 

〇「改善基準告示に関する Q&A（厚生労働省）」 

 

２．雇用の確保対策 

乗務員の高齢化やコロナ禍で人材の確保難が続く中、若年労働者を中心とする雇用の

促進や女性労働者の活躍のための環境整備等人材確保対策として、次の取組を実施しま

した。 

 

（１）助成金を活用した第二種運転免許取得支援事業 

公益財団法人東京しごと財団が実施する「令和４年度業界別人材確保オーダー  

メイド型支援事業・団体独自取組支援」に令和４年９月 15 日付けで当協会として  

応募し、同年 10月 18日付けで助成対象団体に選定されました。 

助成額は、上限 3,000 万円（業界未経験者の新規採用約 300 名分に相当）で、    

本助成金をもとに会員事業者が第二種運転免許取得のため自動車教習所に支払う 

経費の２分の１を助成する支援事業を令和４年 11 月 21 より開始し、本年度中は  

129名の申請がありました。 

 

（２）令和４年度補正予算による補助事業に係る要望調査 

令和４年度第２次補正予算事業（地域公共交通確保維持改善事業［交通 DX・GX に

よる経営改善支援事業］）による旅客運送事業者の人材の確保・育成を対象とした 

「第二種免許教習費用等」「求人広告費・会社説明会の開催等人材確保に係る経費」  

「各種研修費用」に係る支援・要望調査について、令和４年 12 月 28 日付けで東京 

運輸支局から周知依頼があり、会員 228 社から提出された調査票を取りまとめ、  

同支局に提出しました。 

なお、同年３月 31 日付けで各社の要望に対する内示通知が協会にあり、関係   

各社に周知を図りました。（伝達については次年度） 

 

（３）運転者職場環境良好度認証制度（略称・働きやすい職場認証制度） 

本認証制度は、自動車運送事業の運転者不足に対応するための総合的取組の一環 

として、国土交通省が令和２年８月に創設し、職場環境改善に向けた事業者の取組を

「見える化」することで、求職者のイメージ刷新を図り、運転者への就職を促進する

ことを目的としたものです。 

東京のタクシー事業者では、令和２年度に 204 社（255 事業所）、令和３年度に   

23 社（48 事業所）が認定を受けており、本年度は、会員に「二つ星新規」「一つ星  

継続」「一つ星新規」の各申請等について協会からも周知及び情報提供を行うと   

ともに、委員会において概要を報告しました。 
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（４）厚生労働省「就職氷河期世代の方向けの短期資格等習得コース事業」 

本事業は、雇用環境が厳しい時期に就職活動を行った 35 歳～54 歳までの就職  

氷河期世代の支援事業として、タクシー乗務員に必要な第二種運転免許の取得や    

キャリアコンサルティングによる相談、職場見学などを一体型で提供し、タクシー 

会社に正規社員として就業できるよう支援するもので、全国ハイヤー・タクシー  

連合会が受託し、令和２年度から実施され、本年度で事業が終了しました。 

当協会は東京の拠点として、本年度会員 14 社における職場見学の実施を調整する

など人材確保の支援に努めました。 

 

（５）国土交通省「女性ドライバー応援企業認定制度」 

本認定制度は、国土交通省が女性ドライバーの採用に向けた取組や、子育て中の 

女性が働き続けることのできる環境整備を行っている事業者を支援・PR することを

通じて、タクシー事業における労働力不足の解消に向けた女性の新規就労・定着を 

図るため、平成 28 年度に創設され、本年度は会員 2 社が新たに認定を受け、     

令和４年３月末で認定された会員は延べ 95社となりました。 

 

（６）乗務員の人材確保に係る事案の周知等 

乗務員の人材確保に係る以下の事案について、会員に周知及び情報提供を行い  

ました。 

〇高校卒業予定者の応募選考等に関する申し合せ（令和４年５月 12日） 

〇第二種運転免許受験資格特例教習の実施教習所情報（令和４年６月 10日） 

〇東京しごと財団・企業向け情報メールマガジン（令和４年７月 21日） 

〇東京都合同就職説明会・出展企業募集のお知らせ（令和４年８月９日） 

〇ハローワーク「求人者マイページ」の活用（令和５年１月 27日） 

〇外国人採用（特定技能 1号）に係る意向調査（令和４年２月 17日） 

〇東京都「外国人材採用ナビセンター」の周知（令和５年３月 31日） 

 

３．最低賃金への対処 

令和４年８月５日に東京地方最低賃金審議会が東京都最低賃金を 31 円引上げ、  

時間額 1,072 円に改正する旨の答申が行われたことを受け、協会として「最低賃金の 

引き上げに関する Q&A」を策定し、会員事業者において最低賃金割れを生じさせる  

ことのないよう賃金及び勤務形態の見直し、営業効率の向上に関する教育・指導、適正

な労働時間管理などの手法による労務管理について周知を図りました。 

併せて、厚生労働省が最低賃金及び賃金の引き上げに向けた環境整備を図るための 

支援として、事業場内の最低賃金を一定額以上引き上げた事業者に、生産性向上の  

ための設備・機器等の導入経費の一部を助成する「業務改善助成金」について Q&A を 

作成して周知を図るとともに、令和 4 年 8 月開催の「改善基準告示の見直し等説明会」

において、東京労働局担当官から同助成金（通常コース）の説明を行いました。 
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４．安全管理・健康管理の促進 

令和４年のハイヤー・タクシー業の労働災害（休業 4日以上。東京労働局速報値）は、

前年より 160件多い年間 555 件発生しました。特に交通事故は 41 件多い 234件、転倒 

災害は１件多い 71 件の発生となりました。 

また、死亡災害は１件（昨年は２件）発生しており、会員事業場において、「運輸   

安全マネジメント」及び「交通労働災害防止ガイドライン」に基づく交通事故防止、  

さらに転倒災害防止対策の実施などの取組により、労働災害の防止を図るよう周知を 

図りました。 

なお、関係行政等からの安全管理・健康管理に関する通達等について、会員事業者に

以下のとおり周知を図ったほか、乗務員に対する安全配慮義務を踏まえ、東京タクシー

防犯協力会と連携し、防犯対策の推進に努めました。 

〇転倒災害防止（令和４年５月 19日） 

〇第 95回全国安全週間の実施（令和４年６月６日） 

〇令和３年職場における熱中症の発生状況等（令和４年６月８日） 

〇夏季における運転者の体調管理の徹底（令和４年６月 30日） 

〇重点取組期間における熱中症予防対策の徹底（令和４年７月 14日） 

〇新型コロナに係る傷病手当金の支給 Q&A改訂（令和 4年８月２日） 

〇令和４年度全国労働衛生週間に関する協力依頼（令和４年８月 24日） 

〇令和４年度「見える安全活動コンクール」及び「あんぜんプロジェクト」の実施

等（令和４年８月 29日） 

〇産業保健フォーラム IN TOKYO 2022の開催（令和４年９月２日） 

〇令和４年度アルコール関連問題啓発週間の実施（令和４年 11月７日） 

〇年末年始 Safe Work 推進強調期間の実施（令和４年 11月 15日） 

〇冬季における転倒災害等防止（令和 4年 12月 16日） 

  

５．労働基準監督署別ハイタク労務管理研究会等の推進 

各労働基準監督署別に組織されているハイタク労務管理研究会の活動支援に   

ついては、関係労働法令等について、時宜に適した課題を設定の上、関係資料を作成・

提供し、講演を行うなどの支援を行っており、本年度においても各研究会を通じて所属

会員に情報提供等を行いました。 

 

６．労務関連実態調査の実施 

労務対策等の検討に資する基礎データとして、全国ハイヤー・タクシー連合会からの

依頼により会員事業者を対象に隔年で調査している以下の調査を実施し、調査結果の 

概要を委員会に報告しました。 

〇労働組合組織実態調査（令和４年 11月２日） 

〇定時制乗務員及び新卒採用状況調査（令和５年３月 22日/報告は次年度） 

 

７．ハイタク労働団体との政策懇談会の開催等 
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労使間の意思疎通を図るため、東京ハイタク労働団体（全自交、交通労連、私鉄総連、

中労協）及び自交総連東京地連との政策懇談会を定例開催し、意見交換・情報交換を  

行っており、本年度は以下の開催状況となりました。 

・東京ハイタク労働団体との懇談会 

〇令和４年６月 23日（議題）東京地域のタクシーが直面する諸課題の要請 

・自交総連東京地連との政策懇談会 

〇令和４年 11 月４日（議題）2022年秋季年末闘争統一要求書 

〇令和５年３月 30日（議題）2023年春闘統一要求書 

また、各労働団体が実施するキャンペーンについて、以下のとおり協力しました。 

・自交総連東京地連 

〇笑顔輸送キャンペーン（令和４年４月１日～５月 30日） 

・東京交運労協ハイタク部会 

〇新型コロナウイルス感染症対策に配慮したタクシー等の利用促進運動 

（令和４年 10 月 14日） 

・東京ハイタク労働団体 

〇年末年始安全サービス強化キャンペーン 

（令和４年 12 月 16日～令和５年１月 13日） 

 

四 交通事故防止対策 

 

「事業用自動車総合安全プラン 2025」に基づき策定された「東京のハイタク事業におけ

る総合安全プラン 2025」の達成に向け、関係する機関及び団体との連携の強化を図りなが

ら、本年度も次の交通事故防止の諸対策を実施いたしました。 

 

１．交通事故防止各種運動の実施 

関東運輸局東京運輸支局並びに警視庁交通部等の協力のもと、次のとおり実施致しま

した。 

 

（１）事業用自動車総合安全プラン 2025の推進 

「東京のハイタク事業における総合安全プラン 2025」に基づき、当委員会に   

おいて単年ごとに目標値を定め、令和４年中は死者数（第一当事者）ゼロ、飲酒運転 

ゼロ、覚せい剤･危険ドラッグ等薬物使用運転ゼロ、人身事故件数（第一当事者） 

1,661 件以下、重傷者数（第一当事者）61 人以下及び出会い頭衝突事故件数（第一  

当事者）280件以下の達成に向けた取り組みを行うこととして、会員事業者へお願い

いたしました。 

飲酒運転ゼロ及び覚せい剤･危険ドラッグ等薬物使用運転はゼロを達成     

できましたが人身事故件数（第一当事者）が 2,161 件（460 件増）となり、３年    

連続で 1,800件以下に抑えることは残念ながら叶いませんでした。 
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また、会員事業者が第一当事者となった死亡事故は３件発生し、法人と個人を含め、

タクシー関与の死亡事故件数は４件と、一昨年と比べて１件の増加、第一当事者の 

重傷者数は 86人（25人増）、出会い頭衝突事故件数は 367件（87件増）の結果とな

り、目標を達成することができませんでした。 

 

（２）春・秋の全国交通安全運動の実施 

春の全国交通安全運動【令和４年４月６日（水）から 15 日（金）の間】並びに    

秋の全国交通安全運動【令和４年９月 21 日（水）から 30 日（金）の間】の実施に 

際して、関東運輸局東京運輸支局長通達に基づく実施細目（ハイ・タク事業）に   

基づき、本運動の効果的な推進を図るよう会員各位に周知いたしました。 

また、各事業場にはポスターの掲示、チラシ、パンフレットの配布、懸垂幕、    

立看板の掲出、リボンの着用、広報誌等の備え置きを行い意識の高揚を図りました。 

 

（３）事故防止責任者講習会の開催 

春・秋の全国交通安全運動の実施に際して「事故防止責任者講習会」を次のとおり

東京ハイヤー・タクシー交通共済協同組合の協賛により開催、交通事故防止の徹底を

図りました。 

 

◎第 52回事故防止責任者講習会 

日 時：令和４年９月８日（木）13時 30分～15時 30分 

場 所：北とぴあ「さくらホール」 

１．開会の挨拶 

（一社）東京ハイヤー・タクシー協会 副会長 秋山 利裕 

２．来賓挨拶 

警視庁交通部交通総務課 管理官 川嶋 泰雄 様 

関東運輸局東京運輸支局 首席陸運技術専門官 田中 文雄 様 

３．特別講演 

「タクシー事故総集編」〜事故の実態と防止のポイント〜 

交通安全アドバイザー 長森 紀紘 様 

４．総評 

（一社）東京ハイヤー・タクシー協会 交通事故防止委員長 坂本 篤史 

５．閉会の挨拶 

東京ハイヤー・タクシー交通共済協同組合 副理事長 保岡 政利 

〇参加人員：237社 337名 

 

◎第５３回事故防止責任者講習会 

日 時：令和５年３月 24日（火）13時 30分～15時 30分 

場 所：有楽町朝日ホール 

１．開会の挨拶 
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（一社）東京ハイヤー・タクシー協会 副会長 秋山 利裕 

２．来賓挨拶 

警視庁交通部交通総務課 管理官 川嶋 泰雄 様 

関東運輸局東京運輸支局 首席陸運技術専門官 田中 文雄 様 

３．特別講演 

「事故防止・事故削減のための「管理力」向上セミナー」 

MS&ADインターリスク総研株式会社リスクマネジメント第二部 

交通リスクマネジメントグループ上席コンサルタント 近藤 真文 様 

４．総評 

（一社）東京ハイヤー・タクシー協会交通事故防止委員長 坂本 篤史 

５．閉会の挨拶 

東京ハイヤー・タクシー交通共済協同組合 副理事長 保岡 政利 

〇参加人員：259社 450名 

 

（４）シートベルト着用状況の調査指導並びに乗務員に対する交通事故防止の呼び 

掛け活動の実施 

春・秋の全国交通安全運動及び年末年始の輸送安全総点検実施期間中に、    

乗務員のシートベルト着用及びスマホ等のながら運転行為と危険運転・マナー違反

行為等の調査指導を、東京運輸支局、東京ハイヤー・タクシー交通共済協同組合、

（一社）東京都個人タクシー協会及び警視庁と合同で、令和４年４月７日（木）、   

９月 22日（木）、12月 23日（金）に JR東京駅丸の内南口、八重洲口及び JR新宿駅 

西口地下、京王百貨店口前の各タクシー乗り場にて実施いたしました。 

また、調査指導と併せて、乗務員へ日頃より交通事故防止への高い意識を持ち  

ながら安全運転に努めてもらうよう、警視庁からの「交通安全情報」等をもとに  

したパンフレット配布による交通事故防止への呼び掛けを行いました。 

 

（５）夏季における輸送の安全確保の実施 

観光地等への輸送需要が増大する夏季の多客期における旅客輸送の安全確保及び

事故防止の徹底を図るとともに、安全意識の高揚を図ることを目的として、令和４年

７月 25日（月）から 31日（日）までの１週間、安全総点検実施要領及び実施細目に

基づき、「夏季の輸送安全総点検自主点検表（タクシー）」を使用した確実なる点検を

お願いいたしました。 

 

（６）夏季の交通事故をゼロにする運動の実施 

夏場の暑さによる注意力の散漫、低下等による事故多発の恐れもある時期である 

ことから、交通事故ゼロを目標とし、より一層の交通事故防止の徹底に努め、安全・

安心な旅客輸送サービスの提供を図るために、令和４年８月１日（月）から 31日（水）

までの１か月間「夏季の交通事故をゼロにする運動」の実施要領を定め推進いたし 

ました。 
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（７）「夏季の交通事故をゼロにする運動」実施期間中の乗務員に対する交通事故防止

の呼び掛け活動の実施 

「夏季の交通事故をゼロにする運動」に先立ち、令和４年７月 25 日（月）及び   

26 日（火）に当委員会の委員全員で都内の主要タクシー乗り場 10 か所に出向き、 

各乗り場に入構している乗務員に対し交通事故防止のための PR パンフレット及び 

各乗り場利用客へマスクの配布をしながら、安全運転の励行と交通ルールの遵守に

ついて呼び掛けを行う活動をいたしました。 

 

（８）路上横臥者等に係る事故の未然防止対策の実施 

例年 11 月頃から、薄暮時間帯における早めのライト点灯（トワイライト・オン）

と、ライト上向き走行（ハイビーム）の活用による路上横臥等による事故の未然防止

を図るため、関東自動車無線協会東京支部に対し令和４年１月末までの３か月に   

わたり、傘下の都内各無線基地局から営業中の乗務員へ、「早めのライト点灯」と  

「ライト上向き走行の活用」の呼び掛けを 1 日３回程無線による定期的な発信の  

協力依頼をいたしました。 

また、業務中に路上横臥者発見による救護や警察への通報等適切な対応に対し、 

令和４年７月 11 日（月）は警視庁麻布警察署長から実用興業株式会社乗務員に   

対して、令和４年 12 月２日（金）は八王子交通事業株式会社乗務員（代理授与）に

対して、東京タクシー防犯協力会会長よりそれぞれ表彰を行いました。 

 

（９）年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施 

年末・年始の繁忙期における安全輸送の確保を図るため、令和４年 12月 10日（土）

から令和５年１月 10 日（火）までの１か月間、重点点検事項、点検事項等の具体的

推進事項を定め輸送安全総点検を実施いたしました。 

本総点検の趣旨の徹底を図るために、国土交通省作成のポスター「年末・年始輸送

安全総点検」を配布して、期間中の輸送安全に係る広報啓発活動を展開いたしました。 

会員事業者は、具体的な計画を定めて総点検を実施するとともに、垂れ幕、立看板、

リボン等を各事業場で作成して、本運動を積極的に推進して交通事故防止に    

努めました。 

 

（10）「年末年始の輸送等に関する安全総点検」実施期間中の乗務員に対する交通事故

防止の呼び掛け活動の実施 

「年末年始の輸送等に関する安全総点検」の推進に併せて、年末年始のタクシー 

関与の交通死亡事故を抑止することを目的として、令和４年 12 月 19 日（月）及び 

20 日（火）に当委員会の委員全員で都内の主要タクシー乗り場９か所に出向き、  

各乗り場に入構している乗務員に対し交通事故防止のための PR パンフレット及び 

各乗り場利用客へマスクの配布をしながら、安全運転の励行と交通ルールの遵守に

ついて呼び掛けを行いました。 
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（11）降積雪時における輸送の安全確保の徹底 

例年 12 月及び１月の都内の降積雪時には、タクシーのスリップ事故が懸念される

ことから、積雪や道路の凍結時には早期にスタッドレスタイヤ、タイヤチェーンを 

装着するなど、気象情報や降雪状況を適時に把握し、輸送の安全に万全を期すよう 

周知いたしました。また、冬用タイヤは、駆動輪のみの装着では、旋回性能が夏用  

タイヤ並みで挙動が安定せず、効果がないため、冬用タイヤの全車輪装着の徹底を 

周知いたしました。 

 

２．セーフティドライブ・コンテストの実施 

警視庁は、適切な運行管理と運転者に対する交通ルールの遵守と運転マナーの向上を

呼び掛け、交通事故・交通違反を防止するため、毎年セーフティドライブ・      

コンテストを実施しておりますが、当協会もこの趣旨に賛同し、後援団体として、  

「令和４年度セーフティドライブ・コンテスト実施要領」に基づいて積極的な参加を 

呼び掛け、令和４年 10 月１日から令和５年３月 31 日までの６か月間、3,249 組  

16,243名の参加を得て実施いたしました。 

達成率上位の優秀支部及び成績優秀上位の事業者の表彰式は、警視庁交通部参事官 

並びに自動車安全運転センター東京都事務所長を来賓に迎え、令和５年６月頃に開催 

する予定です。 

 

３．高齢タクシードライバー交通安全教室への参加 

都内の 65 歳以上のタクシー乗務員が関与する交通事故が依然として高い割合を  

占めていることから、警視庁は高齢タクシー乗務員の交通事故を減少させることを  

目的に、令和４年４月 13 日（水）及び９月 14 日（水）に「高齢タクシードライバー 

交通安全教室」を開催し、当協会も会員各社に参加募集を行い、各日 14 名の法人   

タクシー乗務員を参加させました。 

また、交通安全教室には、交通事故防止委員会委員数名が各日に見学しました。 

 

４．警視庁各警察署関係行事への参加について 

警視庁各警察署より参加要請があった次の行事について、交通事故防止委員会として

参加しました。 

 

（１）タクシー等事業者に対する交通事故防止対策講習会（高輪警察署） 

◎実施日：令和４年４月 28日（木）及び 11月 21日（月） 

◎場 所：警視庁高輪警察署 

◎参加者：（一社）東京ハイヤー・タクシー協会 （公財）東京タクシーセンター 

高輪警察署管内の各タクシー事業者 

◎実施内容： 

〇警視庁及び高輪警察署管内のタクシー関与の交通事故発生状況について 
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〇交通事故動画の上映 

〇質疑応答等 

 

（２）タクシーマナーアップキャンペーン（築地警察署） 

◎実施日：令和４年９月 29日（木） 

◎場 所：東京都中央区銀座６－10銀座 SIX前 

〃   銀座１－７みずほ銀行前 

◎参加者：（一社）東京ハイヤー・タクシー協会交通事故防止委員会担当副会長、 

委員長、副委員長、事務局 

◎実施内容：銀座を走行中の乗務員に対し、チラシ等の配布により交通事故への 

注意喚起を呼び掛ける活動を行う。 

 

（３）年末の交通事故防止啓発活動（丸の内警察署及び中央警察署） 

◎実施日：令和４年 12月 22日（木） 

◎場 所：JR東京駅丸の内及び八重洲中央口の各タクシープール 

◎参加者：（一社）東京ハイヤー・タクシー協会 （一社）東京都個人タクシー協会 

（公財）東京タクシーセンター 

◎実施内容：タクシープールへ入構の乗務員に対し、チラシ等の配布により交通 

事故への注意喚起を呼び掛ける活動を行う。 

 

５．眼科健診普及に向けたモデル事業への協力について 

国土交通省が令和３年度から実施している眼科検診の普及に向けたモデル事業に 

ついて、本年度も（一社）全国ハイヤー・タクシー連合会を通じ協力依頼があり、調査

対象事業者の選定に協力いたしました。 

 

６.交通事故防止関係通達等の徹底 

関東運輸局、警視庁等から発せられた通達や当協会交通事故防止委員会独自の通達を

次のとおり会員各位に通知して、その徹底を図りました。 

 

（１）交通死亡事故情報について 

（２）令和４年春・秋の全国交通安全運動の実施について 

（３）タクシーの首都高速道路における逆走防止協力依頼及び ETC 専用入口の通行 

方法について 

（４）夏季の交通事故をゼロにする運動の実施について 

（５）夏季における輸送の安全確保について 

（６）「高齢タクシードライバー交通安全教室」の開催について 

（７）眼科健診普及に向けたモデル事業における調査への協力依頼について 

（８）交通安全情報（路上横臥者の死亡事故）の発出について 

（９）第 52回及び第 53回事故防止責任者講習会の開催について 
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（10）令和４年度セーフティドライブ・コンテストの実施について 

（11）令和４年度年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施について 

（12）降積雪期、大雨、台風における輸送の安全確保の徹底について 

（13）バス及びタクシーにおける安全確保の更なる徹底について 

（14）令和４年上半期における交通事故概要等について 

（15）タクシー表示灯衝突による事故防止への協力依頼について 

（16）健康起因事故防止のための取組に関するアンケート調査への協力依頼について 

（17）SASスクリーニング検査の受検キャンペーンの実施について 

（18）令和４年度 TOKYO交通安全キャンペーンの推進について 

（19）路上寝込みによる重大交通事故防止対策のお願いについて 

（20）運転者が体調不良等を生じた場合における適切な運行管理の徹底について 

（21）乗務後自動点呼実施要領について 

（22）令和４年中における交通事故概要等について 

（23）令和５年中における交通事故防止削減目標の設定について 

（24）バス、タクシー及びトラックの事故防止資料の活用について 

（25）新入学児童等をはじめとする子供の重大事故防止対策のお願いについて 

 

五 環境・車両資材対策 

 

本年度は、昨年度に引き続きタクシーが一番安全・安心な公共交通機関であることを発信

していくため、タクシー車両の「安全性の維持・向上」「環境問題への貢献」、新型コロナ   

ウイルス感染症防止措置の確実な実施を始めとした「車内環境の改善・向上」など、環境・

車両資材のあり方等について検討を進め、次の諸対策を推進しました。 

 

１.ハイヤー・タクシー専用の整備管理者研修テキスト作成について 

整備管理者研修テキスト作成等の経緯について、環境・車両資材委員会として検証 

した結果、協会会員サービス向上の観点から、今後はより廉価で会員事業者における 

車両整備の徹底に資する内容のテキストを当協会として作成するべきであり、    

この方向で令和５年度より環境・車両資材委員会として取り組むこととなりました。 

環境・車両資材委員会内に下記の作業チームの立ち上げと、令和４年 10 月開催  

「整備管理者研修」終了後に下記作業チームを中心とした活動を行いました。 

 

〇整備管理者研修資料作成チーム会議 

ハイヤー・タクシー専用の資料作成テーマ及び方向性を協議し、その結果に基づき 

ワーキンググループ（以下、ＷＧ）で作成された資料案について協議します。 

（構成メンバー:担当副会長、委員長、副委員長、ワーキンググループ会議メンバー） 

 

〇整備管理者研修資料作成ＷＧ会議 
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チーム会議にて協議された資料作成のテーマ、方向性に基づき、主要原稿作成と 

参考資料の収集等の作業をします。 

（構成メンバー:チーム会議担当副委員長、整備管理者研修外部講師、副委員長各社

より選任の整備管理者） 

 

【令和４年】 

11月 15日（火） 整備管理者研修資料作成チーム会議とＷＧ会議を協会にて開催、

令和５年度からの作成資料の方向性と、資料収集方法等を議論しました。 

 

12 月 14 日（水） 中村環境・車両資材委員長、加藤常務理事、朝見業務部課長が 

出席し、関東運輸局、東京運輸支局各担当官と東京運輸支局にて打ち合わせを   

しました。 

 

12月 26日（月） 中村環境・車両資材委員長、門井専務理事、加藤常務理事、朝見

業務部課長が出席し、関東運輸局技術安全部保安・環境課と打ち合わせをしました。 

 

【令和５年】 

１月 27 日（金） 整備管理者研修資料作成ＷＧ会議を協会にて開催、主に資料   

掲載用「事例」について検討しました。引き続いて「環境・車両資材委員会正・    

副委員長会議」を開催し、昨年末の関東運輸局からの検討依頼事項について協議しま

した。 

 

１月 31 日（火） 中村環境・車両資材委員長、門井専務理事、加藤常務理事及び  

朝見業務部課長が出席し、関東運輸局、東京運輸支局各担当官と東京運輸支局にて 

打ち合わせをしました。 

 

３月３日（金） 令和４年度第２回環境・車両資材委員会にて、これまでの経緯と 

今後の進め方について報告、了承されました。 

 

３月 10日（金） 整備管理者研修資料作成ＷＧ会議を協会にて開催しました。 

 

２.検討小委員会活動について 

令和４年度事業計画遂行のために、検討小委員会において取り組むべき課題を精査し、

下記の活動を展開しました。 

 

（１）安全環境検討小委員会 

安全環境検討小委員会として、JPN TAXI を使用した ICS、出力抑制体験及び   

ブレーキ制御や、VR シミュレータを使用した ICS、プリクラッシュセーフティ、   

踏み間違い加速制御システムの試乗体験会の実施について、令和５年４月実施に  
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向けてトヨタモビリティ東京株式会社と折衝、協力依頼をいたしました。 

 

（２）タブレット PC・車内外表示検討小委員会 

令和４年度開始とアナウンスされている、首都圏の鉄道・バスにおける障がい者用

IC アプリ（Suica/PASMO）の導入状況については、先行する関西の状況について  

「スルッと KANSAI 協議会」に問い合わせを行い、結果を環境・車両資材委員会へ  

報告、首都圏については、導入開始後に改めて PASMO 協議会へ概要を確認する予定 

です。 

障がい者がアプリ配車した際、障がい者手帳やミライロ画面の提示を不要にする 

取組について株式会社ミライロへ問い合わせ、結果を環境・車両資材委員会へ報告 

いたしました。 

また、令和５年２月１日（水）に、神奈川県横須賀市の日産グランドライブにて  

開催の「日産 EV ラインナップ試乗会&先進技術体験会」に参加し、状況を環境・車両

資材委員会へ報告いたしました。 

 

（３）車両構造検討小委員会 

JPN TAXI 車両の導入開始より約５年が経過しましたが、協会会員事業者より   

車両の不具合や車両搭載の LP ガスボンベの容量など車両の改善を求める声を踏まえ、

更に詳細な現状を把握すべく、全会員を対象とする「アンケート調査」を実施、   

取りまとめた調査結果を環境・車両資材委員会へ報告後、車両の早期改善をトヨタ 

自動車株式会社、関係官庁等に働きかけるよう（一社）全国ハイヤー・タクシー連合

会へ要望しました。 

 

（４）車内環境検討小委員会 

新型コロナウイルス感染症防止措置の導入に係る公的補助制度や、ウィズコロナ・

アフターコロナを見据えた国土交通省、東京都等の最新情報を収集し、必要に応じて

会員事業者へ情報発信いたしました。 

 

３.令和４年度の国土交通省予算による補助金制度について 

 

（１）令和３年度補正予算 経営改善支援事業（デジタル化等） 

国土交通省の令和３年度補正予算において地域公共交通確保維持改善事業費  

補助金の一環で初めて「デジタル化」に関する要望調査が実施されたことを会員  

事業者へ周知、東京運輸支局へ取りまとめた要望調査提出と、東京運輸支局より該当

各社への「内示」及び「交付申請」等に関する周知を行いました。 

 

◎デジタル化及び研修関係交付申請事業者数 283社 

◎      〃    交付決定補助金額 1,525,386,000円 

(令和５年３月 31日現在) 
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（２）タクシー事業者に対する燃料価格激変対策事業 

世界情勢の変化に伴う原油価格の高騰を受け、国民生活等への不測の影響を緩和 

するため、LP ガスを使用するタクシー事業者の燃料価格について次元的・緊急   

避難的な激変緩和事業を実施、タクシー事業者に対する燃料高騰分を支援に係る  

交付申請等について会員事業者へ周知を行いました。 

 

（３）低公害車普及促進対策補助事業 

電気自動車タクシー（導入費用の 1/4）及びプラグインハイブリッドタクシー  

（導入費用の 1/5）、燃料電池タクシー（導入費用の 1/3）の導入に要する経費の   

一部を支援、並びに自動車事故対策費補助金（事故防止対策支援推進事業（先進安全

自動車（ASV）の導入に対する支援、運行管理の高度化に対する支援、過労運転    

防止のための先進的な取組に対する支援及び社内安全教育の実施に対する支援））に

係る交付申請等について、会員に周知を行いました。 

 

４.令和４年度の東京都予算による補助金制度について 

 

（１）安全・安心確保緊急支援事業（新型コロナウイルス感染症緊急対策）補助金制度

について 

昨年度に引き続き、タクシー事業者向け安全・安心確保緊急支援事業（新型コロナ

ウイルス感染症緊急支援事業）として、都内の法人・個人タクシー（ハイヤー含む）

を対象に、運転席と後部座席を隔離する飛沫感染防止策の補助金事業について、  

会員へ適宜周知を行い、補助金の申請受付や実績報告等については、協会で一括して

取りまとめ、東京観光財団へ交付申請と実績報告をいたしました。 

 

 

（２）東京都タクシー事業者向け多言語対応端末導入補助事業について 

昨年度に引き続き、東京都のタクシー事業者向け多言語対応端末導入補助事業  

として、訪日外国人旅行者が快適な東京観光を楽しめる受入環境を整備するため、 

都内のタクシーを対象に、多言語対応及び決済に活用できるタブレット端末の   

導入を推進する補助事業の申請手続等について、会員に周知を行いました。 

 

 

【令和２年５月 19日募集開始〜令和５年３月 31日までの補助金支出完了分】 

◎交付申請事業者数 224社  ◎交付決定車両数 18,169両 

◎交付決定補助金額 99,887,100円 

 

【平成 30年 12月３日募集開始〜令和５年３月 31日までの補助金支出完了分】 

◎交付申請事業者数 96社  ◎交付決定車両数 3,377両 

◎交付決定補助金額 145,189,000円 
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５．整備管理者研修（選任後）の実施 

関東運輸局自動車技術安全部保安・環境課主催の整備管理者研修テキスト検討委員会

に出席し、令和４年度整備管理者研修テキストの作成に参画しました。 

また、関東運輸局東京運輸支局が開催する令和４年度整備管理者（選任後）研修に   

ついて、次のとおり２日間にわたり協力しました。 

〇日 時：令和４年 10月 19日（水）、20日（木）の２日間 13時〜16時 30分 

〇場 所：かめありリリオホール 

〇研修資料内容 

【実務編】 

（各業態共通事項） 

車両故障の発生状況とその防止対策、車両故障防止のための整備上の情報及び

運送事業者が行うべき地球温暖化防止のための「エコドライブ」の実施（パート 26） 

（ハイ・タク関係） 

・日常点検の理解と実施方法について 

・ニッサンインテリジェントモビリティについて 

・JPN TAXIの改良内容及びバッテリー上がり、救援端子使用後の注意について 

【法令編】 

・路上車両故障等の発生状況とその防止対策 

・整備に関する行政情報 

・自動車の安全確保と環境保全に関する情報 

・整備管理者の役割、自動車の点検整備の内容 

・道路運送車両法等必要関係法令、車両管理及び運転者等に対する指導教育 

 

〇講 師：関東運輸局東京運輸支局首席陸運技術専門官及び陸運技術専門官 

〇部外講師：壹岐 敏之 氏 （株）kmGオートアシスト東雲工場メカニックチーフ 

齋藤  尊 氏 日産自動車㈱東京支店係長 

嶋根 真一 氏 トヨタモビリティ東京㈱タクシー部技術グループ 

リーダー 

〇受講者：512名（２日間の合計受講者数） 

 

６.LPガスの需給、価格動向について 

LP ガスの価格動向については、適宜（一社）全国ハイヤー・タクシー連合会より   

情報を入手し、委員会を通じて会員への周知を図りました。 

 

７.その他の関係通達 

関東運輸局等から発せられた主な通達を次のとおり会員各位に通知して、その徹底を

図りました。 

（１）令和３年度補正予算による補助事業（デジタル化）に係る要望調査について 

（２）自動車環境総合改善対策費補助金（事業Ⅱ・事業Ⅲ）の交付予定枠申込みの開始・
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取扱いについて 

（３）自動車環境総合改善対策費補助金交付要綱の改正等について 

（４）令和４年度自動車事故対策費補助金（ＡＳＶ先進安全自動車導入支援）に係る  

交付申請書に係る業務の実施等について 

（５）東京都「タクシー事業者向け安全・安心確保支援事業（新型コロナウイルス感染

症緊急対策）補助金」の第７回より第１１回募集までの交付申請受付開始について 

（６）国土交通省・タクシー事業者に対する燃料価格激変緩和対策事業（LPG 補助金）

の第１期より第６期までの交付申請受付開始について 

（７）MaaSに資するデータ連携のあり方に関するアンケート協力依頼について 

（８）「東京都内に配置するハイヤー・タクシー車内表示等に関する取扱いについて」

の一部改正について 

（９）自動車環境総合改善対策費補助金（事業用自動車における電動車の集中的導入 

支援）に係る交付申請の受付期間等について 

（10）「不正改造車を排除する運動」への積極的な取り組みについて 

（11）自動車点検整備推進運動の実施について 

（12）令和４年度整備管理者（選任後）研修の実施について 

（13）グリーン経営認証取得講習会（東京）の開催案内について 

（14）JPN TAXI車両不具合に関するアンケート調査協力依頼について 

 

六 乗務員指導対策 

 

１．特別街頭指導等の実施 

（１）「８月５日タクシーの日」に伴う夏期特別街頭指導 

例年、タクシーの日に合わせて主要タクシー乗り場において実施している夏期特別

街頭指導については、新型コロナウイルス感染防止の観点から、昨年度及び    

一昨年度と開催を見送りましたが、本年度は、第１回乗務員指導委員会（７月 15日）

において、現状の感染状況に鑑み、感染対策及び熱中症対策を行った上で、７月   

26日から 29日の４日間、主要ターミナル乗り場において、ドアサービス・トランク    

サービス、広報委員会作成のアンケート及びウェットティッシュの配布、車いすや 

身体障害者補助犬の使用者に対する乗車拒否の防止指導及び乗務員による路上喫煙

防止指導を実施することが承認されました。 

その後、７月 20 日時点での感染状況に鑑み、タクシー利用者及び動員に当たる  

各社管理者の安全確保の観点から実施が延期となり、最終的には８月中の実施が  

困難との判断により計画は中止となりました。 

 

（２）年末特別街頭指導 

年末繁忙期を迎えるに当たり、安全・安心なタクシーとして利用者からの信頼を 

得るため、違法客待ち駐車の是正、タクシー調整待機所やタクシープールにおける 
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路上喫煙及びポイ捨て防止のための特別街頭指導を以下のとおり実施しました。 

なお、新型コロナウイルス感染防止対策として、１組の実施時間を１時間に短縮し、

指導箇所ごとに２組編成とし、例年実施している銀座地区及び六本木地区の夜間  

指導については中止としました。 

［実施日］令和４年 12月 20日（火）～23日（金）の４日間 

指導時間「14:00～16:00」（１時間交代の２組制） 

多摩地区は、三多摩支部の指導計画により 12月 23 日に実施。 

［動 員］輪番制により各社の管理者を動員（延べ 64社 64名） 

［実施場所（指導内容）］ 

○東京駅八重洲北口外堀通り（横断歩道直近での客待ち防止） 

○東京駅丸の内北口タクシープール（路上喫煙・ポイ捨て防止） 

○青山公園タクシー調整待機所（路上喫煙・ポイ捨て防止） 

○芝公園タクシー調整待機所（違法駐車及び路上喫煙等防止） 

 

（３）東京特別区・武三地区の運賃改定に伴う対応活動 

令和４年 11 月 14 日実施の運賃改定に伴い、新運賃に関する利用者等からの   

質問に備えるため「事業者・管理者向け及び乗務員向け Q&A」を作成して会員に   

周知を図り、各社の管理者には、当該 Q&Aを活用して運賃改定実施日までに乗務員に

対する指導・教育を徹底されるよう通知し、運賃改定が円滑に実施されるよう努めま

した。 

また、当該運賃ブロック全域のタクシー乗り場において、適正な運賃の収受が  

なされるよう、以下のとおり新運賃表示の確認活動を実施し、公共交通機関としての

環境整備に努めました。 

［実施日］令和４年 11月 14日（月）～16日（水）のいずれか１日 

［実施時間］８:00～17:00の間で１時間 （会社都合で左記時間外でも可） 

［動員方法］特別区・武三地区の会員より管理者を１社１名動員 

［実施場所］事業所から最寄りのタクシー乗り場 

（会社都合でそれ以外の乗り場も可） 

また、東京タクシーセンターの協力を得て、主要タクシー乗り場、銀座地区等の 

繁華街及び羽田空港において実施し、協会事務局は都心部の主要タクシー乗り場に

職員を割り振り、確認作業を行いました。 

［実施内容］新運賃表示が適正になされているか料金ステッカーの視認により 

確認する。誤った表示車両が確認された場合、また、不適正営業行為

が確認された場合は、所定の報告書に記載し、事務局に提出すること

としました。 

 

（４）当協会会員事業者による「指導協力員制度」への協力 

東京タクシーセンターの「指導協力員制度」について、本年度は協会の会員事業者

として 286 社（令和５年２月現在）が指導協力員の委嘱を受け、銀座地区、六本木 
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地区及び新橋地区での街頭指導の強化に積極的に貢献しました。 

 

２．新型コロナウイルス感染症防止対策等 

新型コロナウイルス感染症に係るタクシー乗務員の感染防止対策について、以下の 

通達によりその周知に努めました。 

○タクシー車内でのマスク着用の継続について（令和４年５月 23日） 

〇夏季における運転者の体調管理の徹底について（令和４年６月 30日） 

○水際対策緩和後の感染防止対策の継続実施について（令和４年 10月３日） 

また、令和５年２月 10 日に政府の新型コロナウイルス感染症対策本部において、  

新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針が変更され、併せて「マスク着用の 

考え方の見直し等について」が決定されたことに伴い、全国ハイヤー・タクシー連合会

策定の「タクシーにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」が改訂され

３月 13 日から実施されることとなりました。同日よりマスク着用は個人の判断が  

基本となり、タクシー車内はマスク着用推奨の対象外とされたことから、都内の主要 

タクシー乗り場の標識に当協会が掲示している「車内でのマスク着用を含む感染対策の

お願い」啓発ポスターを東京タクシーセンターの協力のもと期日までに撤去しました。 

 

３．タクシー乗り場対策 

（１）銀座地区における不適正営業対策 

銀座１号優良タクシー乗り場の入路における交通渋滞解消対策として、平成 25 年

９月から東京タクシーセンター及び東京都個人タクシー協会と「銀座ショットガン

運営協議会」を組織し、当委員会担当副会長を会長に、中央区所有の築地川第一駐車

場をタクシープールとする ETC システムを活用したショットガン方式による運用に

当たっています。 

令和４年度（令和４年７月～令和５年６月）の登録台数は 13,939 台（令和４年  

12 月末）で、入構登録料として車両１台当たり 900 円を徴収して運営費用に充当  

しています。本年度は、同運営協議会において「運営状況」「登録料の決定」「不正  

入構車両への対応」「ETC 利用者番号サービス終了に伴う新システム移行の検討」  

及び「会計監査」等について協議及び報告が行われました。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響により同乗り場の稼働台数が減少したこと

から、前年度に引き続き、築地川第一駐車場の運用を２フロア使用から１フロアに 

半減して経費削減に努めました。 

 

（２）品川駅西口交通対策部会 

品川駅西口においては、令和４年度より駅舎の解体工事を皮切りに駅前広場を  

含めた周辺地区の再開発事業が進められています。タクシーの運行に影響する   

ところでは、令和５年６月頃より西口優良タクシー乗り場が所在する駅前広場が  

工事により閉鎖されるため、乗り場の運用が大きく変更されることとなりました。 

当該乗り場は稼働台数も多く、周辺交通に及ぼす影響が大きいことから、工事の進捗
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によって生じる交通対策について協議・調整する場として、東京都都市整備局の主導

で「品川駅西口交通対策部会」が設置され、東京タクシーセンター及び東京都個人 

タクシー協会と並んで、当協会からは常務理事がオブザーバー委員として参画して

います。 

本年度は、令和４年４月 25 日、11 月 11 日、12 月 19 日、令和５年３月 16 日に    

同部会が開催され、隔地タクシープールを利用したショットガン方式による乗り場

の暫定運用計画について協議が進められ、概要について委員会に報告しました。 

次年度においても乗務員の安全及び利用者利便が確保されるよう意見・要望を述べ

てまいります。 

 

（３）タクシー乗り場等の運用変更等に伴う乗務員への周知 

東京タクシーセンターより周知依頼のあった「渋谷駅西口優良タクシー乗り場の 

運用変更」「東京駅丸の内北口タクシープール仮囲い設置に関するお知らせ」「渋谷駅

西口優良タクシー乗り場変更に伴う注意点（啓発チラシ作成）」「東京駅丸の内南口 

優良タクシー乗り場の休止」等について会員事業者に周知を図り、乗り場の円滑な 

運用に努めました。 

 

４．各種事案への対応 

乗務員指導関連の各種事案について、以下のとおり会員事業者に協会ホットライン 

メール及び委員会での報告等により周知を図りました。 

○乗務員の刃物使用による殺人未遂事件の発生（令和４年４月５日） 

○東京都からのアイドリングストップの徹底に係る周知依頼（令和４年４月 14日） 

○二種免許受験要件等の緩和及び 75歳以上の一定違反者に対する運転技能検査に

関する警視庁広報チラシによる周知（令和４年４月 21日） 

○タクシーの首都高速道路における逆走防止のお願い（令和４年４月 25日） 

○豊洲水素ステーション出入口での適正な乗降のお願い（令和４年４月 28日） 

○環状４号線「新宿区余丁町・河田町区間」交通開放の周知（令和４年５月 13日） 

○タクシー利用客の安全のためのお願い（阿佐ヶ谷駅南口）（令和４年５月 17日） 

○IKEBUSバス停留所での利用者の乗降に係るお願い（令和４年６月６日） 

○三鷹駅南口中央通り交通規制の変更及び運用ルールの設定（令和４年７月 11日） 

○タクシー利用客を荻窪駅北口にお送りする際の留意点（令和４年８月８日） 

○本所１丁目春日通りパーキングメーター付近での苦情事案（令和４年９月 22日） 

○渋谷区幡ヶ谷所在のルアナ渋谷周辺での乗降に係る注意事項（令和４年 10 月 

５日） 

○上記事案に係る追加情報（令和４年 10月 14日） 

○渋谷地区でのハロウィンに関するお知らせ（令和４年 10月 26日） 

○パレ・ロワイヤル永田町入口周辺等での違法駐車等の是正（令和４年 12 月   

16日） 

○東京国立近代美術館からの周知依頼（令和４年 12月 19日） 
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○不審車両・不審者発見時の通報等警視庁からのお願い（令和５年１月 30日） 

○新豊洲駅北口周辺における路上客待ちの是正（令和５年２月 15日） 

○SNS上にアップされたタクシー乗務員の不適正行為（令和５年３月５日） 

○指名手配被疑者に関する事件手配の依頼（令和５年３月８日） 

○特殊詐欺被害防止対策月間への協力依頼（令和５年３月 31 日） 

 

５.各地区再開発事業に伴う協議 

（１）中野駅地区整備に係る交通対策協議会 

中野駅周辺では、令和元年度から中野区による大規模な再開発事業が進められて 

おり、各整備事業に伴うタクシー及びバス等の交通対策については「中野駅地区  

整備に係る交通対策協議会」に当委員会事務局が出席し、東京タクシーセンター及び

東京都個人タクシー協会と歩調を合わせながら、乗務員の安全及び利用者利便に配

慮したタクシー関連施設が検討されるよう意見交換を重ねています。 

本年度は、令和５年１月 24 日に同協議会が開催され、中野駅新北口地区及び南口

地区等のまちづくりの進捗状況及び今後の再開発整備スケジュール等について  

報告があったほか、タクシーの運行に影響するところでは、南口地区の再開発事業に

伴うタクシー乗り場及びタクシープールの運用に係る暫定計画案について説明が 

あり、今後、令和５年 12 月以降に予定される仮設タクシープールの運用に向けた  

協議を進めていくこととなります。 

 

（２）中野駅交通政策推進協議会 

令和３年度に中野区における交通に関する施策の総合的かつ計画的な実施に向け、

地域の実情及びまちづくり等の視点を踏まえながら、公共交通のあり方や具体的な

取組について検討・協議するため「中野駅交通政策推進協議会」が設置され、    

当委員会委員長が委員として参画しており、本年度は令和４年６月３日、７月 22日、

10月 26日、令和５年１月 13日に協議会が開催されました。 

タクシーの運行に影響するところでは、同協議会では、区民の移動利便性の向上 

及び移動手段の改善に向け、鉄道駅やバス停までの距離が遠い地域において、新たな

公共交通サービスの導入に関する検討が進められており、地域の需要、導入効果等を

的確に把握するため、地域との協働による実証実験について昨年度来協議が    

進められてきました。当協会としては、地域の交通実情に配慮し、地域住民の利便性

向上・安全の確保・地域間格差の防止・関係機関や地域の交通事業者との調整等を 

十分考慮した上で検討を進められるよう意見・要望を行い、以下の内容で実証実験が

実施されることとなりました。 

〇実施期間：令和４年 10月 18日～令和５年３月 31日 

〇運行エリア：区内若宮・大和町地域を巡回（距離一周 7.2㎞）等 

〇運行時間：午前９時～午後８時（20分～30分間隔） 

〇運賃：大人 200円・小児（小学生以下）100円等 

〇運行事業者及び車両：関東バス株式会社、トヨタハイエース（定員 12名） 
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同実証実験については、令和５年１月 13日開催の協議会において、令和４年 10月

から 12 月までの運行実績に基づいた中間報告及び利用者へのアンケート調査結果等

が報告されましたが、「１日平均利用者数 20.1 人、収支率約７％」という運用状況

で、このまま継続しても収支率の向上が見込まれないため、運行本数及びルートの 

見直し及び運賃の割引等の再検討が提案され、現行計画での実証実験は令和５年  

３月 31 日までとし、令和５年４月以降は運行を一時休止することで協議が    

整いました。当協会としては、引き続き関係機関や地域の交通事業者との調整等が 

十分尽された上で本施策が進められるよう意見・要望を述べてまいります。 

 

（３）渋谷駅周辺交通対策検討会 

渋谷駅を中心とした渋谷駅周辺地区では、平成 24 年度より渋谷駅街区土地区画 

整理事業及び鉄道改良事業と連携した長期間にわたる再開発整備事業が進められて 

います。事業の進捗に伴う駅周辺の交通対策を検討するための協議機関である「渋谷

駅周辺交通対策検討会」には、当委員会委員長、また「同検討会ワーキング」には  

事務局が出席し、東京タクシーセンター及び東京都個人タクシー協会と歩調を   

合わせ、乗務員の安全及び利用者利便等に配慮したタクシー関連施設の整備及び  

交通対策等が実施されるよう意見交換を重ねています。 

本年度は令和４年７月 15 日に第 19 回ワーキングが開催され、令和４年度の工事

状況及び交通対策について報告が行われたほか、タクシーの運行に関わるところ  

では、渋谷駅西口交通広場の再編に伴うタクシー待機所の地下移設後の運用状況、 

渋谷駅線路切替えに伴う旧大山街道交通規制等について報告が行われました。 

 

（４）杉並区荻窪駅周辺総合交通戦略協議会 

同協議会については、杉並区から平成 29 年度にタクシー業界団体に参画要請が 

あり、当協会からは、地区担当副委員長及び事務局で対応しています。 

本年度は、令和５年１月 20 日に第 10 回協議会が開催され、同協議会施策に係る 

取組状況及び荻窪駅周辺都市総合交通戦略の改定方針等の報告が行われました。  

この中でタクシーの運行に関わる特段の事案は示されず、施策ごとに必要な個別協

議を経て、総合交通戦略改訂原案の作成協議が進められました。 

 

（５）新宿駅直近地区工事連絡会議及び同幹事会 

新宿駅周辺においては、令和４年 10 月からの新宿小田急百貨店等駅ビルの   

建替えを契機に敷地整序を行いながら、東西を往来するデッキの新設、駅前広場の 

人中心への再編成等大規模な再開発整備事業が進んでいます。 

同事業の進捗に伴う様々な課題を検討するための協議機関として「新宿駅直近地区

工事連絡会議」及び「同連絡会議幹事会」が設置され、連絡会議には東京タクシー  

センター、幹事会には同センター、当協会、東京都個人タクシー協会が出席し、タク

シー関連施設の整備及び運用について協議を進めています。 

本年度は、令和４年９月 29 日に第４回幹事会が開催され、工事の現状と今後の  



- 38 - 

 

展開について説明が行われました。また、旧小田急百貨店前での仮設構台、スロープ

設置工事及び道路切替え工事等に伴う西口地上タクシー乗り場等の運用変更に  

ついて、令和４年 12 月 15 日及び令和５年３月 13 日に、東京都第二市街地整備   

事務所及び小田急電鉄工事担当者とタクシー業界団体で打合せを行い、令和５年  

７月以降に予定されている計画内容について委員会に報告しました。 

 

６.環境美化対策 

自治体や地域住民等から寄せられたタクシー乗務員による喫煙禁止場所での路上 

喫煙及びポイ捨て等の苦情が多く寄せられる場所については、会員事業者に周知を  

図るとともに委員会において報告し、その是正に努めました。 

また、東京タクシーセンターが実施するタクシー乗り場等での環境美化運動に   

ついては当協会も賛同しており、本年度は以下について会員事業者の管理者、当委員会

委員長及び事務局が参加し、同運動の推進に協力しました。 

○令和４年５月 27日 上野駅正面口優良タクシー乗り場 

○令和４年 10 月 20日 王子駅北口タクシー乗り場 

〇令和４年 12 月１日 羽田空港第３ターミナルタクシー乗り場及び待機所 

○令和５年３月 10日 青山タクシー調整待機所 

 

７.交通規制対策 

幹線道路や首都高速等での工事等に伴う交通規制、国や自治体の行事等による交通 

規制及び東京マラソンや箱根駅伝等公道でのスポーツ行事による交通規制等、ハイヤ

ー・タクシーの運行に影響する以下の事案について、ホットラインメール、リーフレッ

ト・チラシの配布及び協会ホームページ運行管理者情報への掲載によりその周知に   

努めました。 

〇渋谷・鹿児島おはら祭りパレードに伴う交通規制（令和４年５月９日） 

〇2022 ツアー・オブ・ジャパン東京ステージに伴う交通規制（令和４年５月 13 日） 

〇日米豪印（クアッド）首脳会合開催等に伴う交通規制（令和４年５月 16日） 

〇日米豪印（クアッド）首脳会合に伴う交通規制の延長（令和４年５月 24日） 

〇「９月１日防災の日」の防災訓練に伴う大規模交通規制（令和４年８月８日） 

〇神宮外苑花火大会に伴う交通規制（令和４年８月 19日） 

〇故安倍晋三国葬儀に伴う交通規制（令和４年９月 21日） 

〇第 55回ふくろ祭り開催に伴う交通規制等（令和４年９月 22 日） 

〇第 28回日本トライアスロン選手権に伴う交通規制（令和４年９月 29日） 

〇東京レガシーハーフマラソンに伴う交通規制（令和４年 10月５日） 

〇東京湾アクアラインマラソンに伴う交通規制（令和４年 10月 31日） 

〇明治神宮初詣に伴う交通規制（令和４年 12月 19日） 

〇第 99回東京箱根間往復大学駅伝競走に伴う交通規制（令和４年 12月 22日） 

〇第 20回新宿シティハーフマラソンに伴う交通規制（令和５年１月 19日） 

〇羽田空港第２ターミナル工事に伴う空港アクセス道路規制（令和５年２月 13日） 
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〇東京マラソン 2023 に伴う交通規制（令和５年２月 21日） 

〇練馬こぶしハーフマラソン 2023に伴う交通規制（令和５年３月 14日） 

 

８.テロ対策 

国の諸行事、外国要人等の来日及び各種事案の発生に伴うテロ対策及び警備協力等に

関する警視庁及び関東運輸局からの通達について、以下のとおり会員事業者に周知を 

図りました。 

〇ゴールデンウィーク期間におけるテロ対策の徹底（令和４年４月 20日） 

〇日米豪印（クアッド）首脳会合開催に伴う警備協力依頼（令和４年５月 10日） 

〇元総理襲撃事件に伴う警戒警備の徹底（令和４年７月 13日） 

〇夏期期間におけるテロ対策の徹底（令和４年７月 20日） 

〇故安倍晋三国葬儀に伴う各種警備に対する協力依頼（令和４年９月１日） 

〇故安倍晋三国葬儀に伴う警備協力依頼（令和４年９月 21日） 

〇年末年始におけるテロ対策の徹底（令和４年 12月 12日） 

〇Ｇ７広島サミット等開催に伴う警備協力依頼（令和５年３月６日） 

〇尹錫悦大韓民国大統領夫妻来日に伴う警備協力（令和５年３月 14日） 

 

９.タクシー防犯対策 

都内におけるタクシー強盗発生件数は、新型コロナウイルス感染症の影響による  

夜間人口の減少などもあり、令和３年は 30 件と前年に比べ５件減少しましたが、   

令和４年においては 32 件と２件の増加となりました。犯行の特徴としては、     

飲酒による犯行が全体の約８割を占めていますが、凶器を使用した犯行も１件発生して

いることから、当委員会においても東京タクシー防犯協力会の会報を活用し、防犯対策

の徹底について周知を図りました。 

また、タクシー防犯対策については、例年、当協会、東京タクシー防犯協力会及び  

関東自動車無線協会東京支部が共同で各団体の会員を対象に「防犯責任者等講習会」を

開催していますが、本年度は、新型コロナウイルス感染症に係る行動制限の緩和等によ

り３年ぶりに対面開催となり、令和４年 11 月 10 日に日暮里サニーホールにおいて、 

警視庁担当官によるタクシー強盗被害等の現状と対策、暴力団情勢、薬物対策及び 110

番情勢について講演を実施しました。 

 

10.東京都「ながら見守り連携事業」への協力 

当協会では、東京都都民安全推進本部と令和元年 12 月 20 日に覚書を締結し、    

同本部が実施している「ながら見守り連携事業」の連携事業者として、会員事業者の  

協力を得て、都内各地域の子供や女性及び高齢者等が安全・安心に暮らせるよう、日常

の業務を通じて、無理のない範囲での関係機関への通報や声掛け等の見守り活動に参画

しており、本年度も会員事業者の協力のもと地域社会の安全に貢献することができまし

た。 

本事業につきましては、タクシー業界による社会貢献の一環として、次年度に   
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おいても引き続き会員事業者の協力をいただきながら進めてまいります。 

 

七 ハイヤー対策 

 

ハイヤー事業の経営基盤の安定と健全な発展を期するため、多様化する利用者ニーズに 

対応した輸送サービスの推進および諸施策の調査・検討を行うなど次の諸対策を実施いたし

ました。 

 

１．新型コロナウイルスによるハイヤー需要に関する情報提供について 

令和２年２月からの新型コロナウイルス感染症感染拡大によるハイヤー需要の激減

に伴う輸送実績について「タクシーとの比較」「ハイヤー商品別の前年対比」「各社ごと

の前年対比」「直近４ヶ年の各年・月毎の前年対比等の分析」を行い、情報提供しま   

した。 

 

２．ハイヤー認可運賃改定に向けた関東運輸局との勉強会を開催 

令和４年 11 月 14 日に東京特別区・武三交通圏においてタクシーの運賃改定が実施

されたことを受け、令和元年以降４年間ハイヤー運賃の改定がないことから、運賃改定

に向け、関東運輸局と運賃改定に必要な「７割ルール」の見直し等について討議を行い

ました。 

 

３．環境問題を見据えた今後のハイヤー車両のあり方について 

日産自動車㈱、日産自動車販売㈱の担当者を招いて車両の EV 化、環境にやさしい  

車両の進化について講演をいただきました。 

 

４．2024年の時間外労働の上限規制の適用について 

2023年４月１日より、月 60時間超の時間外割増賃金の引上げ（25％→50％）の適用、

2024 年４月１日より、時間外労働の上限規制（年 960 時間）の適用に適切に対応する

ための協議を行いました。 

 

５．東京国際空港におけるハイヤー車両の運行・運営について 

（１）国際線のハイヤー乗り場および待機所における運行・運営状況について定期的に

巡回調査を実施しました。 

待機レーンの管理（会員外の入庫の阻止、長時間駐車など）、監視並びに協会  

への報告等を行う誘導員について、令和２年５月 11日から休止しておりましたが、

コロナウイルスの規制緩和に伴いインバウンドが増えてきたことから、誘導員の

配置再開についてハイヤー正副委員長会議で協議し、令和４年 11 月 15 日より  

配置することとし、併せてその旨をハイヤー委員会各社に周知しました。 

（２）国際線タクシープールのハイヤー待機レーンにおいては、会員外のハイヤーが 
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同レーンに恒常的に駐車していることから、乗務員に口頭で警告するとともに、 

会社の管理者にも直接電話にて改善を促しました。 

 

八 ケア輸送対策 

 

１．「福祉有償運送運営協議会」の開催について 

令和４年度においての自家用有償旅客運送の新規登録及び更新登録等に当たり、  

都内 12の地域で 21 回の運営協議会が開催されました。 

各地域の運営協議会には、タクシー事業者代表及びその組織する団体である東タク協

代表の各委員がそれぞれ出席し、福祉有償運送の運転者に求められる要件、運行管理、

整備管理の体制、運送の対価、タクシー営業類似行為の防止措置及び事後チェック制度

の導入等必要な事項について協議しました。 

 

２．福祉有償運送運営協議会委員の推薦について 

各地域における福祉有償運送運営協議会において、現在就任している委員の就任  

期間が長期化しているという現状の課題を解消するため、各協議会の地域に     

存する事業者から協議会委員を推薦し、任期満了となった協議会から適宜就任    

していただきました。 

 

３．有料道路におけるタクシーの障害者割引に係る協力依頼について 

有料道路におけるタクシーの障害者割引の要件緩和により、タクシー利用の際も  

割引が適用されることに伴う協力依頼が国土交通省より発出されたことについて情報

共有を行いました。 

 

４．タクシー車内における耳マークステッカーの配布について 

耳の不自由な方への対応として、JR やバスなどの交通機関が車内に表示している 

筆談マークをタクシー車内にも表示すべく、一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者 

団体連合会の承認を受け作成・配布した耳マークステッカーについて、今年度も配布 

要望を受け配布致しました。 

 

５．点字シールの作成及び配布について 

昨年度実施したアンケート結果を踏まえ、平成４年の運賃改定時に実施した目の  

不自由な方のための点字シールについて、今年度も引き続き作成・配布を行っています。 

 

九 総務対策 

 

１．「東京タクシー共通乗車券」の清算事業終了について 
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平成 21年３月末を以って発行を取り止めた「東京タクシー共通乗車券」（以下「ク―

ポン券」という。）については、その後も都内のタクシー全てに利用できるクーポン券

として、これまで多くのお客様にご愛顧いただいて参りましたが、発行停止から 10 年

以上が経過したことや昨今のキャッシュレス化、支払手段の多様化等を踏まえ、令和 

５年３月末日をもって清算事業を終了いたしました。 

昭和 61 年より発行を開始したクーポン券は、23 年間で 454 億 13 百万円を売り上げ

441 億 33 百万円のご利用（回収）により回収率約 97％という高い数値から、業界活性

化やタクシーの需要喚起へ大いに貢献したと思料します。 

会員各社におかれましては、永年にわたりクーポン事業へのご理解ご協力を賜りまし

たことにつきまして、心より深謝するとともに厚く御礼申し上げます。 

  

２．コロナ禍における協会の対応について 

協会費の一時延期並びに減免について 

「新型コロナウイルス感染症」の変異株が置き換わる環境下、長引く需要の低迷に 

より会員各社の経営環境が依然として厳しい状況を踏まえ、令和４年度４、５月分の 

会費を減免することといたしました。 

なお、会費の額及び納入方法については定款により総会で定めることとなっている 

ことから、前年度第５回理事会において承認された会費請求の一時延期について、５月

25 日開催の通常総会において減免する旨を諮ったところ原案どおり承認されており 

ます。 

 

３．各種規程類の変更について 

東タク協事務局の各種規程類について、法制度の変更に伴い次のとおり変更修正を前

年度第４回の総務委員会にお諮りし承認がされました。 

 

①育児・介護休業規程について 

令和４年４月１日より段階的に施行される改正「育児・介護休業法」に基づき、男性

の育児休業取得率が依然として低いことから、取得しやすい職場の環境づくりや出生時

育児休業等を２回に分割して取得できるよう規程の変更修正をしました。 

 

②ハラスメント防止規程の創設について 

令和４年４月１日より中小企業においても義務化となった「職場におけるハラス  

メント防止対策」について、厚労省のモデル規程を参考に事務局にあった内容で新たに

規程を作成しました。 

 

③就業規則及び嘱託職員規程について 

令和３年４月１日より施行されている「パート有期法」により、協会職員と嘱託職員

との待遇差がないか？いわゆる「同一労働・同一賃金」についての再確認や「高年齢者

等の雇用の安定等に関する法律」の一部改正により、嘱託職員の就業機会を６５歳から
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７０歳まで引き上げることついて変更修正しました。 

 

④表彰規程について 

事務局職員の永年勤続表彰について、対象年数の刻みを簡素化するなどの変更修正を

しました。 

 

４．新規事業者の協会加入について 

新規入会申し込み事業者に対しては、事前に総務委員長、専務理事が当該事業者と  

面談し、業界の現状や協会運営に対する説明並びに当該事業者の経営状況等を確認し、

直近の理事会に報告、承認を得ることとなっております。 

本年度は、第３回理事会において株式会社丹沢交通（代表者 田中 博志）、布川交通 

株式会社（代表者 野山 勝明）、株式会社関東自動車交通（代表者 金子 健作）、   

第４回理事会において京王自動車株式会社（代表者 髙木 保）、第５回理事会において

国際コスモサービス株式会社（代表者 宗野 洋嗣）、日日交通株式会社第一営業所（代

表者 飯田 哲夫）、日日交通株式会社第二営業所（代表者 竹丸 達也）、の入会申し  

込みが諮られ、承認を得たことから新たに当協会会員となりました。 

 

５．令和５年度東京都予算等に対する要望等について 

令和５年度の要望については、各副会長・各委員長・各支部長からの意見・要望を   

集約した「令和５年度東京都予算等に対する要望書」を作成し、令和４年９月の都議会

各会派による予算要望等ヒアリング及び 11 月の小池都知事ヒアリングの開催時に提出

し、その実現を強く求めました。 

その結果、「次世代タクシー導入促進事業」については、令和４年度補正予算に   

おいて新たに 26億円の予算計上（補助期間は令和５年度末まで延長）がなされました。 

 

６．自動車関係諸税等に関する陳情等について 

令和５年度の税制改正に関しては、令和４年 10 月６日（木）に自由民主党東京都   

支部連合会に対し、「令和５年度税制改正に関する要望書」を提出し、その内容の実現

を強く求めました。 

令和５年度税制改正の基本的考え方については、令和４年 12 月 23 日に閣議決定  

された「令和５年度税制改正大綱」に盛り込まれており、営業車（タクシー、トラック、    

バス）の「営自格差」を堅持するとともに、自動車関係諸税の簡素化及び負担軽減措置、

事業所税の非課税化についても、現行の内容を維持することとなりました。 

 

７．PT活動について 

JR駅構内に関するプロジェクトチームの活動 

「JR 駅構内タクシー乗り場における不公平感の解消」に向け、当プロジェクト   

チームは、JR東日本と連携して入構ルールに基づく乗り場の正常化に努めました。 

（１）JR駅構内タクシー乗り場におけるステッカー貼付状況の調査について 
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JR 駅構内タクシー乗り場へ入構するための条件に「JR ステッカーの貼付」が  

義務付けられており、これに従って営業されているかの現地調査を実施いたしま

した。 

前回（平成 28 年）では、入構車両の４割という貼付率で、承認されてない    

車両も散見されておりましたが、今回は前年度において入構ルールの再徹底を行

ったこともあり５割強と若干の改善がされたものの、未だに未承認の車両が散見

されていることを踏まえ、引き続き、JR 東日本と連携して入構ルールに基づく乗

り場の正常化に努めて参ります。 

（２）承認車両数の見直し及び新規承認申請手続について 

本年度も半期に一度の承認車両数（JR駅構内タクシー乗り場に入構させる台数）  

調査を実施し、併せて未承認であった１社より新規承認申請があり、JR 東日本に

対し、事務手続を行い承認されております。 

 

８．「タッくん愛の基金」の特別募金について 

本年度は、８月６日（土）有楽町駅前イベント広場「イトシア」にて開催されました

「タクシー生誕 110 周年」タッくん大感謝祭 2022～東京のタクシーから人と街へエー

ル～の一環として、同会場にてタッくん愛の基金贈呈式が行われ、川鍋会長より公益 

財団法人交通遺児等育成基金（小幡 政人会長）へ 100万円を贈呈しました。 

 

９．防災訓練（通信訓練含む）の実施について 

今年度の防災訓練は、協会事務局役職員が勤務時間外に首都直下地震が発生した  

場合を想定し、速やかな安否確認がとれるかどうかについて、３月 11 日（土）安否   

確認システムによる訓練を無通告にて実施しました。 

 

10．協会ホットラインメールの開封率向上に向けた取組について 

関係省庁からの通達や情報提供など、会員への速やかな伝達を目的として運用して 

いる【東タク協ホットラインメール】について、未開封あるいは未到着の可能性が考え

られたため、開封調査により原因を究明のうえ、フリーメールアドレスへの対応にかか

るシステム改修、迷惑メールとされる場合の設定変更などの取組を実施しました。 

この取組後のメール開封率を検証した結果、開封率は６％上昇し、一定の成果を得る

ことができました。 

 

11．「インボイス制度」及び「電子帳簿保存法」への取組について 

令和５年 10 月より導入される「インボイス制度」および令和６年１月より義務化  

される「改正電子帳簿保存法」に関し、当協会専属会計士の永島徳大先生ならびに矢崎

エナジーシステム（株）に協力頂き、令和４年 11月 25日に会員に向けた説明会を開催  

しました。説明会はリモート機器を活用したハイブリッド方式にて開催し、およそ   

100名（うちリモート 50名）に出席頂きました。 
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十 適正化事業室の活動 

 

令和４年度も、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を実施する中で巡回指導を  

行いました。 

令和４年度の巡回指導の実施状況及びその他の活動について以下のとおり報告します。 

 

１．巡回指導の実施事業所数 

令和４年度の巡回指導は、57事業所に出向き実施しました。 

57事業所の規模別及び地域別は以下のとおりです。 

（１）規模別実施事業所数 

・配置車両数 50台以下：21事業所（36.9%） 

・51台～100 台：26事業所（45.6%） 

・101台～150 台：8事業所（14.0%） 

・151台～200 台：2事業所（3.5%） 

となっています。 

選任乗務員数で見た場合でも同様の傾向となっています。 

（２）地域別実施事業所数 

・23区内：49 事業所（86.0%） 

・多摩地区：6事業所（10.5％） 

・武三地区：2事業所 （3.5％） 

となっています。 

 

２．指導内容 

指導総件数は 447 件で各項目は以下のとおりです。 

・管理体制関係   ：45件（10.1％） 

・指導監督関係   ：233件（52.1％） 

・点呼・過労防止関係：78件（17.4％） 

・帳票類関係    ：49件（11.0％） 

・車両管理関係   ：39件（8.7％） 

・区域外運送    ：3件（0.7％） 

これは巡回指導を実施した１事業所あたり平均 7.8 件の指導を行ったものとなっ

ています。 

各項目の主な内容は以下（１）～（６）のとおりです。 

なお、各項目の指導件数は、運輸規則等法令に抵触しないものの、より確実・的確

に運行・整備管理業務を行うためのレベルで指導した件数を含むものとなっていま

す。 

（１）管理体制関係（45件） 

・運行管理規程の見直し：33件 
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・整備管理補助者の選任に関するもの：10件 

・運行管理者の解任未届出：2件 

（２）指導監督関係（233件） 

・集合教育に関するもの：15件 

特に集合教育における習得状況を把握していないものが 9 件となっています。 

・健康診断（未受診フォロー及び要注意者フォロー）に関するもの：64件 

特に、要注意者に二次健診は受診させているが、その結果に基づく指導及び指導

記録がされていないことについて指導を行いました。 

・特別指導の実施記録に関するもの：30件 

その内、適性診断（初任・適齢）の受診漏れ及び遅れに関するもの：2件 

・タコグラフの運行管理面への活用等の個別指導に関するもの：104件 

・指導要領の見直し：18件、指導主任者変更未届：2件 

（３）点呼・過労防止関係（78件） 

・点呼の実施記録に関するもの：41件 

その内、乗務員全員に対する指示はあるものの、個人に対する指示が記載されて

いないもの：32件 

・過労防止管理体制に関するもの：16件 

・拘束時間の超過：4件、最高乗務距離超過：1件 

・乗務の記録に関するもの：8件、運行記録計による記録不備：2件 

・アルコール検知器の保守管理：6件 

（４）帳票類関係（49件） 

・乗務員台帳の記載に関するもの（特別な指導や適性診断状況の記載漏れ）：19件 

・事故の記録の記載に関するもの（主に原因、再発防止対策の記載）：15件 

・苦情処理簿に関するもの 

（原因究明、苦情に対する弁明、改善措置の記載無）：15件 

（５）車両管理関係（39件） 

・日常点検項目に関するもの：19件 

・定期点検実施記録等に関するもの：2件 

・保安基準違反（前面ガラスへのステッカー貼付）1件 

・日常点検結果に基づく自動車の運行可否の決定に関するもの：1件 

・整備管理規程の見直し：16件 

（６）その他（3件） 

・区域外運送：3件 

 

３．その他の活動 

（１）事業者からの帳票類の改善や体制の見直しにかかる相談等があり適宜対応した 

ほか、必要に応じて資料の提供を行いました。 

（２）協会ホームページ内の適正化事業室のページに、事業者及び管理者に必要な  

情報の発信・データの提供を行ないました。 
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十一 タクシー活性化プロジェクトチームの活動 

 

新型コロナウイルス感染症の影響も落ち着き、行動制限の緩和で社会経済活動が活発化 

してきたこともあり、実施を見合わせていた東京観光タクシードライバーの新規研修を令和

５年３月に再開するとともに、みなし延長していた令和２～３年度分の更新研修を令和４年

11月に実施し、全て解消しました。 

これにより、新規に 109名の観光タクシードライバーを認定するとともに、875名が観光

タクシードライバーの資格を更新しました。 

また、「東京観光タクシードライバー認定研修」制度が 10 年を迎えたこともあり、研修 

テキストの見直しを行い、次年度の認定研修より新テキストを活用するよう調整中です。 

更新研修についても、より良い研修内容とするため、講師を新たに選定するとともに、  

今までの受講者の意見を取り入れ、ロールプレイングを加えた内容の研修に変更しました。 

 

十二 新卒・女性ドライバー採用プロジェクトチームの活動 

 

本年度、当プロジェクトチームでは、コロナ禍による深刻なドライバー不足に対応する 

ため、若者・女性ドライバーの採用による業界活性化に向け次のとおり PRに努めました。 

 

１．新卒向けドライバー関係 

昨年５月より第二種運転免許の取得が緩和されたことに伴い、これまでの大学生に 

加え、高校生等に向けたポスター及びリーフレットを作成し、東京労働局職業安定部 

協力のもと、都内ハローワーク、新卒応援ハローワーク、わかものハローワークに設置    

しました。 

また、ハローワークの学卒担当者の協力を得て、管内の高等学校にリーフレットを 

配布していただきました。 

 

２．女性向けドライバー関係 

子育て中及び子育てを終えた女性向けに、タクシードライバーがコロナ禍においても

国民生活に不可欠な業務に従事する「エッセンシャルワーカー」としての誇りや使命感、

やりがいを発信するため、安心・安全に乗務ができることを新たに加えた「TAXI DRIVER

私の仕事はタクシードライバー」のリニューアル版を作成し、都内ハローワーク、   

マザーズハローワークの協力を得て設置しました。 

 

３．求職者向け「業界セミナー」への協力 

都内重点ハローワーク（都内７カ所）より、求職者向け「業界セミナー」の開催に   

伴う講師派遣に協力し、タクシードライバー採用に向け、計５回にわたり業界の現状と
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今後の展望及びタクシードライバーの魅力について講演いたしました。 

 

十三 女性タクシー経営者の会 

 

コロナ禍において、感染症対策に万全を期し、社会貢献活動及び定例会を開催しました。 

８月には東京ハイヤー・タクシー協会主催の「タクシー生誕 110 周年タッくん大感謝祭」 

イベントにて、利用者からのアンケート調査の支援をしました。 

また、12月には新型 EV車両の試乗会を実施し、次世代モビリティの先進技術を体感する

ことで、新しいタクシーの取組について情報発信しました。 
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会   議 

一、令和４年度通常総会 

日 時  令和４年５月 25日（水） 午後２時 30分～午後３時 30分 

場 所  ホテルニューオータニ ザ・メイン宴会場階「芙蓉の間」 

会員総数 375名 

出席数  317名（本人出席 130名、委任状 187名） 

川鍋会長挨拶（略） 

議 長 川鍋 一朗会長 

副議長 川野 繁、武居 利春、佐藤 雅一、川村 泰利、藤原 廣彦、 

渡邉 啓幸、髙野 公秀、秋山 利裕副会長 

議事録署名人選出 

・藤本 政敬（三ツ矢観光自動車株式会社 社長） 

・仁杉 元彦（和親交通株式会社 社長） 

議 事 

第一号議案 令和３年度事業報告（案）に関する件 

第二号議案 令和３年度収支決算（案）に関する件 

第三号議案 令和４年度会費の取扱い（案）に関する件 

第五号議案 理事の選任（案）に関する件 

報 告 

報告事項１ 令和４年度事業計画及び収支予算に関する件 

 

二、理事会 

第 １ 回 

日 時：令和４年５月 10日（火） 午後３時 00分～ 

場 所：自動車会館２階「大会議室」 

出席理事数：67名 

議 長：川鍋 一朗会長 

議事録署名人 

・川鍋 一朗会長、老川 功明監事、堀越 元久監事 

議 題 

１．当面の諸問題について 

２．令和４度通常総会付議事項について 

（１）令和３年度事業報告（案）について 

（２）令和３年度収支決算（案）について 

（３）令和４年度会費の取扱い（案）について 

（４）理事候補者の推薦（案）について 
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３．令和４年度通常総会開催について 

 

第 ２ 回 

日 時：令和４年６月 15日（水） 午後３時 00分～ 

場 所：自動車会２階大会議室 

出席理事数：69名 

議 長：川鍋 一朗会長 

議事録署名人 

・川鍋 一朗会長、老川 功明監事、堀越 元久監事 

◆令和４年度「業務改善助成金」についての講演 

・東京労働局労働基準部賃金課賃金課長及び統計調査係より講演がされた。 

◆東タク協会員向けページ「事故防止教育資料」の紹介がされた。 

議 題 

１．当面の諸問題について 

２．その他 

報 告 

１．2022 ８月５日「タクシーの日」 

タクシー生誕 110周年キャンペーンの実施について 

２．自動車運転者の労働時間等の改善のための基準の在り方について 

（中間とりまとめ） 

３．その他 

 

第 ３ 回 

日 時：令和４年９月 21日（水） 午後３時 00分～ 

場 所：自動車会館２階「大会議室」 

◆関東運輸局長表彰 副賞贈呈式 

（大和自動車㈱ 前島 忻治会長、北光自動車交通㈱ 武藤 雅俊会長） 

◆東京運輸支局長表彰 副賞贈呈式 

（本州自動車㈱ 藤原 廣彦社長、中央自動車交通㈱ 老川 功明社長、            

光洋自動車㈱ 堀越 元久社長） 

出席理事数：74名 

議 長：川鍋 一朗会長 

議事録署名人 

・川鍋 一朗会長、老川 功明監事、堀越 元久監事 

議 題 

１．当面の諸問題について 

２．新規入会の申込について 

３．その他 

報 告 
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１．東京都特別区・武三交通圏における運賃改定について 

２．令和５年度東京都予算等に対する要望について 

３．令和４年東京都補正予算（案）について 

 

第 ４ 回 

日 時  令和４年 12月 21日（水） 午後３時 00分～ 

場 所  自動車会館２階「大会議室」 

◆秋の叙勲 旭日双光章 副賞贈呈式 

（宝自動車交通㈱ 岡田 佑会長） 

◆国土交通大臣表彰 副賞贈呈式 

（宮園自動車㈱ 川村 泰利社長） 

（正和自動車㈱ 樽澤 正人社長） 

出席理事数：69名 

議 長：川鍋 一朗会長  

議事録署名人 

・川鍋 一朗会長、老川 功明監事、堀越 元久監事 

議 題 

１．当面の諸問題について 

２．新規入会の申込について 

３．その他 

報 告 

１．働きやすい職場認証制度の受付開始について 

（認証取得によるインセンティブの強化） 

２．旅客運送事業者の二種免許取得支援等について 

３．令和５年４月以降の雇用保険料について 

４．「東京タクシー共通乗車券」の清算業務終了と今後の対応について 

５．タクシー生誕 110周年「タッくん大感謝祭」実施概要について 

６．令和５年新年賀詞交歓会の開催について 

 

第 ５ 回 

日 時：令和５年３月 15日（水） 午後２時 30分～ 

場 所：自動車会館２階「大会議室」 

出席理事数名：72名 

議 長：川鍋 一朗会長 

議事録署名人 

・川鍋 一朗会長、老川 功明監事、堀越 元久監事 

議 題 

１．当面の諸問題について 

２．新規入会について  
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３．令和５年度事業計画（案）について 

４．令和５年度会費の取扱いについて 

５．令和５年度収支予算（案）について 

６．専門委員会規則の変更（案）について 

７．常任理事会運営規則の変更（案）について 

８．役員改選（案）について 

９．その他 

報 告 

  １．「東京タクシー共通乗車券」の清算業務終了について 
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委 員 会 活 動 

 

一 専門委員会 

１．経営委員会 

委員会を３回、正副委員長会議等その他関係者会議を開催して次の事項を審議検討し、 

その内容を会長に報告処理致しました。 

 

○事業経営の健全化及び需要の拡大や経済状況の変動に対応し得る運賃・料金の   

あり方についての調査研究に関する件。 

○運賃改定の進捗状況に関する件。 

〇運賃料金の認可の処理方針に係るパブリックコメントに関する件。 

〇タクシーをめぐる最近の情勢に関する件。 

○「道路運送法」及び「特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送   

事業の適正化及び活性化に関する特別措置法」等の関係法令、通達に関する件。 

○事業報告書、輸送実績報告書等の収集、分析及び会員への報告の件。 

○令和５年度事業計画（案）に関する件。 

 

２．広報委員会 

令和４年度は、委員会（２回）、正副委員長・常任委員会議(２回)、及び各担当部会    

会議を開催、次の事案を審議検討し、その内容を会長に報告処理致しました。 

 

○令和４年度事業計画に関する件 

○「ココロをつなぐ一行タクシー～人と街にエール!!」キャンペーンの実施に関する件 

○タクシー生誕 110 周年「タッくん大感謝祭 2022」イベントの開催に関する件 

○「東京のタクシー」など、業界内外に対する PR紙の発行に関する件 

○東京 23区・武蔵野市・三鷹市の運賃改定に伴う広報事業に関する件 

○協会公式 LINEアカウントの取得による運用開始に関する件 

○新 UDステッカー販売の終了に関する件 

○新聞、テレビ、ラジオ及び雑誌などマスメディアに対する PR活動に関する件 

○「エコーカードはがき」の運用、「タクシー１万人アンケート調査」の実施など     

サービス向上についての改善対策に関する件 

 

３．労務委員会 
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委員会を３回、労務管理小委員会を７回、同小委員会・委員打合せを 12 回、改善基準

告示の見直し（中間とりまとめ）等説明会を２回、自交総連東京地連との懇談会を２回、

東京ハイタク労働団体との懇談会を１回開催し、次の事案を審議検討し、その内容を報告

処理いたしました。 

 

〇労務管理小委員会の設置及び委員選任に関する件 

○改善基準告示の改正に関する件 

〇改善基準告示（中間とりまとめ）等説明会に関する件 

○乗務員に係る時間外労働の上限規制に関する件 

○改正育児・介護休業法に関する件 

○最低賃金の引き上げに関する件 

○業務改善助成金に関する件 

○東京しごと財団の助成金による第二種運転免許取得支援事業に関する件 

○働きやすい職場認証制度に関する件 

○労務管理小委員会の検討状況に関する件 

○月 60時間超の時間外労働・割増率の引き上げに関する件 

○短時間労働者への社会保険適用拡大に関する件 

○令和５年度事業計画に関する件 

〇令和５年度労務指針に関する件 

○令和４年度第２次補正予算による人材確保・育成に係る補助事業要望調査に関する件 

 

４．交通事故防止委員会 

委員会を３回開催し、次の事案を審議検討し、その内容を会長に報告処理致しました。 

 

○令和４年度委員会事業計画に関する件 

○令和５年度委員会事業計画(案)に関する件 

○令和４年春・秋の全国交通安全運動の実施の件 

○令和４年度シートベルト着用状況調査指導及び乗務員へ交通事故防止への呼び掛け 

活動の実施の件 

〇令和４年度高齢タクシードライバー交通安全教室開催の件 

〇夏季における輸送の安全確保の実施の件 

〇夏季の交通事故をゼロにする運動の実施の件 

〇夏季の交通事故をゼロにする運動実施期間中における乗務員に対する事故防止呼び 

掛け活動の実施の件 

○令和４年度 セーフティドライブ・コンテストの実施の件 

○令和４年度年末年始の輸送等安全総点検の実施の件 

○年末年始の輸送等安全総点検実施期間中における乗務員に対する事故防止呼び掛け 

活動の実施の件 



- 55 - 

 

○交通事故防止対策の推進に関する件 

○路上横臥者等に係る事故の未然防止対策の実施の件 

〇国土交通省の眼科健診普及に向けたモデル事業に関する件 

〇降積雪時における輸送の安全確保の徹底に関する件 

 

５．環境・車両資材委員会 

委員会を２回、正・副委員長会議を２回開催し、次の事案を審議検討した内容を会長に  

報告処理致しました。 

 

〇令和４年度委員会事業計画に関する件 

〇令和５年度委員会事業計画(案)に関する件 

〇委員会検討小委員会活動報告及び活動計画に関する件 

〇令和４年度整備管理者（選任後）研修の資料作成及び研修設営協力の件 

〇令和３年度国土交通省予算による補助金(デジタル化等)制度に関する件 

〇東京都予算によるタクシー事業者向け安全・安心確保緊急支援事業(新型コロナ   

ウイルス感染症緊急対策)補助金制度に関する件 

〇東京都予算によるタクシー事業者向け多言語対応端末導入補助事業に関する件 

〇JPN TAXI 車両の不具合状況に関するアンケート調査実施と、その結果に伴う改善   

要望書を(一社)全国ハイヤー・タクシー連合会へ提出に関する件 

 

６．乗務員指導委員会 

委員会を３回、防犯責任者等講習会を開催したほか、街頭指導会議が３回、銀座    

ショットガン運営協議会が２回及び同会計監査が２回、中野区交通政策推進協議会が３回、

中野駅地区整備に係る交通対策協議会が１回、杉並区荻窪駅周辺総合交通戦略連絡   

協議会が１回、新宿駅直近地区工事連絡会議幹事会が１回、品川駅西口交通対策部会が 

４回開催され、次の事案を審議検討し、その内容等を報告処理しました。 

 

〇８月５日タクシーの日に伴う夏期特別街頭指導計画に関する件 

〇渋谷駅西口優良タクシー乗り場の運用に関する件 

〇品川駅西口優良タクシー乗り場の運用に関する件 

〇東京特別区・武三地区の運賃改定に伴う対応活動に関する件 

〇各地区再開発整備事業に伴うタクシー関連施設の協議に関する件 

〇タクシーの不適正営業行為に関する件 

○タクシー乗務員に係る苦情事案に関する件 

○令和４年度防犯責任者等講習会に関する件 

〇年末特別街頭指導計画に関する件 

○マスク着用の考え方の見直し等に関する件 
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○新宿駅西口タクシー乗り場の運用に関する件 

〇運輸規則の一部改正に伴う車内備え付け地図の規格等に関する件 

○タクシー防犯に関する件 

○東京タクシーセンター街頭指導会議に関する件 

〇タクシー乗務員向け「東タク協公式 LINEアカウント」に関する件 

○令和５年度事業計画に関する件 

７．ハイヤー委員会 

書面開催での委員会を１回、正副委員長会議を９回開催いたしました。 

委員会に於いては、次の議案を審議検討し、その内容を会長に報告致しました。 

 

○正副委員長会議の開催 

○運賃改定に向けた勉強会の開催 

〇新型コロナウイルス禍における直近のハイヤー需要に関する情報提供について 

〇環境問題を見据えた今後のハイヤー車両のあり方について 

〇法定割増賃金率引き上げ、労務管理について 

〇二種・大型・中型免許の受験資格の緩和について 

〇東京国際空港におけるハイヤー車両の運行・運営について 

 

８．ケア輸送委員会 

委員会を２回開催したほか、福祉有償運送運営協議会２１回、その他地域公共交通  

バリア解消促進等事業タクシー協議会等を開催して次の事項を審議検討し、その内容を 

会長に報告処理致しました。 

 

○特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び   

活性化に関する特別措置法によるケア輸送のあり方に関する件。 

○道路運送法等関係法令、通達等の改正に関する件。 

○有料道路における障害者割引の要件緩和に伴うタクシー利用の運送に係る協力   

要請等に関する件。 

○筆談マーク・点字シールの表示に関する件。 

○福祉有償運送運営協議会の委員の推薦に関する件。 

〇身体障害者割引輸送実績に関する件。 

○令和４年度事業計画（案）に関する件。 

 

９．総務委員会 

委員会を４回開催して次の事案を審議検討し、会長にその内容を報告処理致しました。 
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○令和３年度収支決算（案）について 

○燃料価格高騰に関する東京都知事への要望書提出について 

○東タク協事務局のクールビズ期間について 

○令和４年度通常総会について 

○「タッくん愛の基金」特別募金について 

○令和５年度東京都予算等に対する要望について 

○令和４年度上半期予算執行状況について 

○令和５年度以降の会費単価について 

○「東京タクシー共通乗車券」の事業終了に伴う今後の対応について 

〇JR駅構内タクシー乗り場に関する経過報告と今後の対応について 

〇令和５年度税制要望について 

〇ホットラインメール開封率向上に向けた取組について 

〇インボイス制度・電子帳簿保存法説明会について 

〇令和５年新年賀詞交歓会について 

〇令和４年度決算見込みについて 

〇令和５年度事業計画（案）について 

〇令和５年度の会費の取扱いについて 

〇令和５年度収支予算（案）について 

〇役員改選について 

 

 

 

二 その他会議、打合せ会 

正・副会長会議              17回 

正・副会長、専門委員長会議       ４回 

インボイス制度・電子帳簿保存法説明会  １回 
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表    彰 

 

 

令和４年度受賞者（自 令和４年４月１日 ～ 至 令和５年３月 31日） 

 

 

令和４年秋の叙勲（旭日双光章）（令和４年 11月３日 受章） 

 

岡 田   佑（宝自動車交通株式会社 会長） 

 

 

国土交通大臣表彰（令和４年 10月 25日 受賞） 

 

川 村 泰 利（宮園自動車株式会社 社長） 

 

樽 澤 正 人（正和自動車株式会社 社長） 

 

 

関東運輸局長表彰（令和４年６月 21日 受賞） 

 

前 島 忻 治（大和自動車株式会社 会長） 

 

武 藤 雅 俊（北光自動車交通株式会社 会長） 

 

 

東京運輸支局長表彰（令和４年６月 23日 受賞） 

 

藤 原 廣 彦（本州自動車株式会社 社長） 

 

老 川 功 明（中央自動車交通株式会社 社長） 

 

堀 越 元 久（光洋自動車株式会社 社長） 

 

 

（敬称略） 
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訃    報 

 

 

（自 令和４年４月１日 ～ 至 令和５年３月 31日） 

 

 

森   晃 一   殿  すばる交通株式会社      元会長 91歳 

（令和４年 ４月 21日 死去） 

 

一ノ瀬 八重二  殿  日野交通株式会社       元会長 102歳 

（令和４年 ４月 25日 死去） 

 

𠮷 田 敏 男  殿  大洋自動車交通株式会社     会長 77歳 

（令和４年 ６月 14日 死去） 

 

緑 川 健 三  殿  有限会社無限サービス      社長 80歳 

（令和４年 ７月 21日 死去） 

 

佐 野 熊 太  殿  新日本交通株式会社       会長 92歳 

（令和４年 ７月 27日 死去） 

 

並 木 弘 儀  殿  富士グループ          社主 95歳 

（令和４年 ８月 29日 死去） 

 

門 井 正 則  殿  一般社団法人東京ハイヤー・タクシー協会 

専務理事 66歳 

（令和５年 ２月 15日 死去） 

 

小 野 允 矩  殿  スガイ交通株式会社    取締役会長 88歳 

（令和５年 ３月 18日 死去） 
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会    員 

（令和５年３月３１日現在） 

 

 

会 員 数 366社     車 両 数 32,065両 

 

東京特別武三地区  295社   車両数  28,889両 

 

三 多 摩 地 区   49社   車両数    3,129両 

 

島 し ょ 地 区    22社   車両数     47両 

 

 

 

 

 




